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牛方の測量･測定器
露
勢

媚

精度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡
付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ
あらゆる測量にこの一台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型5'’2％ミラー付

磁石分度：内径70％1．又は30目盛

高度分度；全円1．目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式

望遠鏡：12倍反転可能

菫量:13009

高し

－25LS

し ミルトラ ン

打
髄

二人が同時視できる最高水準の双視実体鏡

判読作業、討議、初心者教育、説明報告に偉力

を発揮します。眼基線調整、視度調整、Yバラ

ラツクス調整等が個人差を完全に補整します。

8.0kg(木製ケース）

理

蕊

篭蕊
（牛方式双視実体鏡）

コンドルT-22Y

畠！＝
趣

たコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をポイントするだけ､ﾌiｲ型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面
まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡7iｲ型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニブリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための

インターフェイスを内蔵しています。

〉■直線図形は頂点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

<特長〉

！■－

|露
X-PLAN'160i

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等

エクスブラン デーアイ

X-PLAN360d/360L
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現場の研究を助長し，
有効性を高めるために

ふじもりたかお

藤森隆郎＊
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現場研究の意義

＊森林総合研究所生
産技術部/育林技
術科長

「現場研究を助長し，有効性を高めるために｣というテーマをいただいた。ここ

でいう現場研究とは，事業の中に試験研究を取り入れているものを中心とする。

したがって研究機関のプロの研究者によるものではなく，国有林や県有林事業な

どにおける現場技術者による調査研究，民有林事業における林業経営者や技術者

による調査研究などのことである。なお，事業というのは営利事業も公共事業も

含むものである。また，ここでいう現場研究は森林施業を中心に見たものである

ことを断っておく。

林業技術の向上発展のためには現場研究とプロの研究との両方が必用であり，

かつ両者の有効なつながりが必用である。現場研究の成果は，プロの研究の推論

を多く使って組み立てられたものでは及ばない絶対的な強さを有することが多い。

一方，プロの研究者の解析力を得ないと，せっかくの現場研究の貴重な資料もそ

の再現性を確認できなかったり，理論化が難しく，したがって普及に効果のある

成果にたどりつけないことが多い。

要因の複雑な森林現象にかかわる研究結果は，その再現性を十分に確かめるこ

とが大切であるが，それは難しいことでもある。研究機関でなされた研究の結果

は現場研究で検証されて初めて再現性が確認され，一方，現場研究でなされた研

究の結果は研究機関で分析的に検証されて初めて再現性が確認されるというのが，

最も効果的な研究戦略であると思う。

このように見た林業技術の向上に対する現場研究の内容と位置づけは図・1の

ようである。図．lの破線の枠に囲まれた①～③が現場研究に相当する。中には③

が欠落しているものがあるが，研究というのは情報を提供してこそ意味があるも

のであり，③は現場研究に不可欠なものとしたい。篤林家のせっかくの創意工夫

の結果も，記録が伴っていないために普及力が弱くて惜しまれる場合が多い。

現場研究では②の継続性がしっかりしていることが重要である。現場研究の最

大の強みは，事業の線に沿った生の資料が有機的かつ継続的に得られることにあ

るからである。したがって，現場研究ではいかに調査研究をつないでいくかが重

要な課題である。なお，継続性の重要なことを強調したが，現場研究では身近な

技術の開発・改良への創意工夫の材料に常に囲まれていることを忘れてはならな

い。すぐにでも活用できる技術に関する知見を得られることも現場研究の大きな

魅力である。そしてその知見が大きな研究の流れに発展し，技術体系の確立に結

林業技術N《》.5941991.9
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-伝①事業の中に試験研究を取り入れるq

（創意工夫の試み，検証）

｜
▼

②継続性の確保

(試験地の保存,継続調査,資料の保存）

’
③結果，事例の紹介

(機関誌研究発表会）

④学会活動

(原因の究明， 普遍性の把握）

図･1現場研究の位置づけ

(注：破線の中が現場研究）

び付いていくことも多いのである。

1）継続性の確保

W

⑤普及活動

▲

有機的につながった現場情報を，長期にわたって把握できることが現場研究の

強みであることを強調した。しかし試験設定当初の調査はよくやられているが，

途中経過が抜けているものが多い。中断してしまったものは，もっと多いものと

思われる。研究の継続を阻んでいる要因は何であろうか。

設定当時の人が替わり後任者の研究に対する関心が乏しいと，試験研究が日常

の不可欠な業務でないだけに（本当はそうではないはずだが）継続性はどうして

も弱くなる。また，設定者は熱意のあまり，えてして欲ばつた試験設定をしがち

である。測定項目が多く測定方法が複雑すぎて後任者の意欲をそぐことになる。

試験設定は「重要なことを簡潔にわかりやすく」することが大事である。

研究機関で試験地を長期に継続調査するのはもっと難しい点がある。研究者は

3

現場研究の困難性

は何か

林業技術No.5941991.9
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現場研究が生かさ

れるために

各自のオリジナリティを重視する。人の設定した試験地を調べ続けることは相当

な努力を要する。また，試験地まで遠くて旅費の制約を伴うことが多い。それに

対して，つなぎさえよくすれば現場研究のほうが長期試験を実施しやすい。つな

ぎをよくするためには，例えば営林署の場合，試験地等の継続的な調査結果を署

内の目だつ所にわかりやすく展示し，それが署のシンボル的存在として人ﾉ々の認

識を得るようにすれば，引継ぎの雰囲気は必然的に生まれてこよう。そのような

努力・工夫も含めて，技術官庁や技術団体として技術を重視する姿勢があれば，

現場研究の継続性は獲得されよう。

2）評価

現場研究に携わる人々の業績は一般的に評価されにくい。評価が低いと現場研

究の成果の出にくいのは当然である。現場研究の評価も技術を重視する姿勢のい

かんによるものといってよいだろう。

1）学会活動との関係

冒頭に現場研究はプロの研究と結び付いてこそ大きな効果を発揮するものであ

ることを述べた。現場研究でも少なくともその研究に関連する文献は読み，情報

活動は取り入れてほしい。それが欠けているために無駄なことを繰り返したり，

せっかくの成果も広がりのない単発的なものに終わってしまっていることが多い。

研究の情報活動は学会活動で得られる。自分の研究を行うことによって本当の情

報が見えてくる。それによって情報の識別力ができてくる。研究を行うことの大

きな意味はここにある。

日本林学会についていうと，現場研究の成果を学会誌に発表するのは難しいと

しても，大会または支部大会への発表までは持っていってほしい。そうすれば必

然的に情報qx比較検討はでき，成果は信頼度の高い情報価値を持つようになり，

それは林学研究の向上に，翻っては応用力の高い現場技術の向上に寄与しうるも

のとなるはずである。

かつては林学会会員の多くは現場技術者によって占められていた。それが時と

ともに現場技術者の学会離れは大きく，上述したあるべき姿と逆行しているのは

不幸なことである。その理由として学問の進歩とともに専門が分化し，深化した

ために現場研究がついていけなくなったことがまず挙げられよう。専門の分化と

深化は必要なことで，そのことの非難は当たらない。問題は分化や深化の一方通

行にあり，総合化や現場研究との結び付きへの関心が伴わないことであろう。林

学会でもこのことへの反省から，学会誌のほかに研究発表をわかりやすく解説し

たり，いろいろな立場の人たちが意見を交わせる場所を提供した会報｢森林科学」

の発行に踏み切るなどの努力を始めている。

戦前の国有林や御料林の技術者は現場研究の時間が多く得られたが，近年の技

術者は事務的仕事に追われることが多いと聞く。また，現場で自由に技術を駆使

しにくいことや，技術者としてのプライドが低下しているとも聞く。これらのこ

とには制度上のことが大きく関係しているので別の検討が必要である。

一方，研究機関の研究者は研究者としてのレベルは向上していく。研究機関の

林業技術No.5941991.9



研究者と現場技術者との間には，プロとアマチュアの差がどんどん拡大していく

(現場研究の技術者をアマチュアと呼ぶのは失礼かもしれないが,研究で給料をも

らっている者に対比することばとして使わせてもらう)｡現場技術者の学会離れは

やむをえないようだ。だがそれでよいのだろうか。現場榔怖をなくした林学はそ

の基盤を失う。林学は林学でなくなり森林生態学，遺伝子工学，機械工学などに

分解してしまうだろう。林学ということばにはこだわらないが，もしそれに相当

する学問分野がなくなるとすれば，現場研究の軽視に一因はあろう。すでに述べ

たように現場研究には現場研究の果たす役割があり，その長所を現場技術者は

堂々と発揮してほしい。現場技術者は研究活動を通して，学会の研究成果と現場

技術を結び付ける重要な役割を有していることを自覚していただきたい。

2）普及活動との関係

現場研究の成果がすぐに普及に結び付くこともあるが，得られた結果の原因を

明らかにし，事象の普遍性を明確にして普及に移したものは普及効果が大きい。

より科学的に説明されたものは理解しやすく応用力も高まる。そのためには図･1

の③から④を経て⑤へという学会活動とのつながりを持つことが必要である。一

方，現場研究はすぐに普及に移せる身近な技術を発掘できる魅力も有するもので

ある。

普及活動の中から現場研究の課題がまた見えてこよう。図｡lに示したように，

現場研究は学会活動とともに普及活動を通してその重要性が認識され，活性化が

生じよう。図･1のようなフローを抜きにして現場研究の活性化は望めない。

私は日本林業技術協会の林業技術コンテストをはじめ，いろいろな研究発表会

に審査員として出席する機会を与えてもらっている。これは現場の知識情報が多

く得られ，現場では何が問題になっているのかを知ることができるなど，たいへ

んありがたい機会であり感謝している。発表を聞いていてこういう点に注意し，

改善してもらえたら，現場研究はもっと生きてくるであろうと感じていることを

述べさせてもらいたい。

1）文献を読むということ

研究にとって関連文献を読むということは，本質的に重要であることを重ねて

強調したい。自分の行った研究を関連研究の文献と比較検討して出した結論は，

より大きな広がりを持つものになり，高い情報価値を有するようになる。また，

自分で研究して関連文献を読むとその中身がよくわかるようになり，価値の高い

情報を的確に現場に取り入れられるようになる。残念ながら研究発表の多くは文

献に触れておらず，そのことが普及効果，今後の研究の発展性などへのつながり

を弱くし，レベルの向上を妨げていることが惜しまれる。

2）定説にとらわれないこと

一方，文献を読んで勉強している人の中には，自分の調査資料を解析して取り

まとめるのに，定説に合うようにしか資料を見ていないことがよくある。現場研

究から定説を覆すほどの意気込みがほしい。研究においては，定説を疑ってみる

ということは大切なことである。せっかくの資料が死んでしまうのはまことに惜

5

研究発表会に参加

して

林業技術No.5941991.9
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技術者の原点

しいことである。

3）部分と全体

林業の研究にとって重要なのは，部分と全体を常に関係づける習慣を持つこと

である。森林・林業に関する事象は時間的に，空間的に大きな系の中で複雑に絡

み合っているからである。ある部分の効果を詳しく説明しても，それが全体の中

でどういう意味を持つのかに解れなければ評価のしょうがない。下刈りを省力し

たことをどんなに説明しても，その結果が除伐やつる切りに影響しなかったかど

うかを押さえなければ，下刈りの省力だけを論じても本当の意味はないのである。

最近は低コスl､を唱えた発表が多いが，部分と全体の関係に触れられていない

のでどう評価してよいのかわからないことがよくある。低コストの全体戦略がど

うであって，今述べているものがそれのどこに位置づけられるのかの説明がない

と，逆効果の結論にさえなりかねない場合もある。全体戦略のタイプを私なりに

整理すると次のようである。

①今の収入レベルが維持されて投入経費が小さくなること,②収入は落ちるが

投入経費の削減がそれ以上に効果のあること，③投入経費を変えず，その使い所

に工夫を加えて収入を増やすこと，④投入経費力塘えてもそれ以上に収入を増や

すこと。

このような分け方が最適かどうかは別として，例えばこのように整理したうえ

で下刈り技術の省力効果を検討しないと，評価のしょうがないということである。

①をねらうなら，下刈りの省力がつる切りや除伐などその後の保育に付けが回ら

ないか否かを検討しなければならない。②をねらうならば，どの程度までの収入

の低下ですむのかを検討しなければならない。このような具体的筋道の中で論議

しないと，現場研究の長所は発揮できないだろう。低コストの例に深入りしすぎ

たかもしれないが，常に全体の中の位置づけを説明することを忘れないでほしい。

有益な情報を得ればそれを取り入れて試みる。仕事の方法（技術）に疑問を感

じれば自分の考えを試してみる。それらの結果が出れば分析・評価する。技術者

の原点はここにあろう。現場研究の発表を聞いていて，このような技術者の鏡た

る人に多く接した。昭和30年ごろから長伐期施業の記録を取り続け,短伐期施業

と比較検討している人，かつて推進した枝打ちの結果を，収穫時期にいろいろな

角度から解析評価するなどして技術の向上に努めている人たち，このような人た

ちを絶やしてはならない。そのような技術者を生かすことが現場研究の活性であ

り，技術向上の根源であろう。本質を守り創意工夫を生かしていく技術者の輩出

が望まれる。林業技術は知的魅力に富んだものであるはずである。

＜完＞

林業技術No.5941991.9
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繍篝議繍繊蕊議繍

…
駒材の腐朽が進むが，培饗後間もない種駒に比べて活

着があまり違わないこと，⑤アオカビやコウジカピが

混入した直後の種駒は，正常な活着が可能であること，

また，両菌が混入した種駒を室温で保管すると，混入

菌の分離(検出)頻度が低下していくこと，⑥菌寄生

菌であるトリコデルマが種駒に混入すると，混入量が

わずかであっても，室温あるいは25～27℃で保管して

いるうちに混入菌が増加すること，そして，種駒はト

リコデルマの分離頻度が高いほど活着が悪く，菌糸の

発育も健全ではなくなり，子実体の発生難が減少する

こと，⑦ほだ木の仮伏せや伏せ込みの環境が，高温多

湿で，通風が悪い場合には，種駒に混入したトリコデ

ルマと二次的に発生した菌寄生菌の生育が促され，シ

イタケ菌糸の被害が大きくなることを突き止めた。

その後，種菌の製造工程等が改善され，種菌そのも

のによる活着不良はほとんど見られなくなった。

3．原木の伐採，接種の適期

従来，コナラやクヌギの原木は，黄葉時に伐採して

葉を付けたまま林地に放置し，すなわち葉干しを行い，

1～2カ月後に玉切り，春までに接種するべきである，

とされていた。ところが，作業面の事情から，冬～春

の伐採・玉切り・接種がかなり見られるようになった。

そこで，これらの是非について調査した結果,①葉

が緑色のときに伐る，いわゆる青葉伐りは，ほだ化の

点で不適当であること，②従来の説のように，黄葉時

に伐採して葉干しを行い，3月までに接種するのが良

いこと，ただし，接種後に降雨が少ない場合には，ほ

だ木が過乾になり，種菌の活着および菌糸の伸長が不

良になりやすいこと,@1l～12月に伐採して直ちに玉

切り・接種した場合には，仮伏せを適切に行えば，か

なりのほだ付きを期待できること,④落葉後に伐採し

て1～2カ月後に玉切った，すなわち枝干しの原木で

は，接種後多雨で多湿の環境に伏せ込むと，含水率が

比較的高い状態が続き，ほだ付きが悪くなりやすいこ

と，⑤2～3月に伐採し，直ちに玉切り・接種して伏

せ込むと，生木またはそれに近い高含水状態が長い間

シイタケ栽培技術の改善

武藤治彦

静岡県林業技術センター研究主

幹。シイタケの種菌の品質と劣化

原因，接種方法，原木の伐採の適

期，伏せ込み管理，子実体の発生
条件等について検討し，種菌の深

植え，一部の栽培工程の省略，増
収法など，確実な栽培技術の普及
に貢献している。

離
跨
↑
Ⅲ

＃

1．はじめに

平成元年におけるわが国のシイタケ生産量は，乾シ

イタケが11,000t,生シイタケが82,000tである。前

者のほとんどが，後者でも大方が原木を用いて生産さ

れており，農山村の主要な収入源になっている。

従来，原木によるシイタケ栽培は経験的，伝承的な

技術に依存している面が多く，必ずしも科学的裏づけ

に基づくものではなかった。筆者は，昭和44年以降，

シイタケの種菌の品質，原木の条件，接種．伏せ込み

方法，子実体（きのこ）の発生操作等について研究し

てきたので，その成果の概要を紹介する。

2．種菌の品質と劣化の原因

純粋培養種菌接種法が普及しているが,昭和41～44

年に種菌の原木に対する活着不良が頻発し，その原因

の究明と防止対策の確立が急力歯れていた｡昭和44年秋

の実態調査から，種菌の不良が活着不良の要因の1つ

であることがわかった。

試験した結果，①種駒の材料(樹種，採材部位）に

よっては，原木に接種して乾燥した環境に伏せ込んだ

場合に活着が悪くなりやすいこと，②木材腐朽菌に侵

されたブナ材を用いて製造した種駒は，正常に活着し

うること，③種駒の培養期間が短すぎれば，ほだ木の

伏せ込み環境が乾燥しているときには活着不良が起き

やすいこと，④5．Cの暗室に2年間保存した種駒は，

林業技術No.5941991､9
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続き，菌糸の伸長が遅れ，ほだ付きが悪くなりがちで

あること，⑥春に生木状態の原木を入手した際には，

直ちに接種して，ほだ木が乾きやすいように井桁積み，

鳥居伏せ等にすることが有利であり，入手後しばらく

接種しなければ，原木は乾くが接種が遅くなるために

菌糸の伸長も遅れること，などがわかった。

4．原木の水分の推移

①クヌギ原木はコナラ原木に比べ,含水率が低下し

やすいこと,②前者では木口とともに樹皮面からの水

抜けが顕著であるのに対し，後者では木口からの水抜

けが樹皮面からのそれよりも大きいこと，③両原木

は，連続散水をすると，主に木口から吸水し，樹皮や

辺材部の含水率が高くなることを明らかにした。

5．大径原木の処理方法

①末口直径14cm以上，長さ1mのコナラ原木は，

半割にするよりも，中央で切断して短木にしたほうが

ほだ化の促進上有利のようであること,②原木の半面

に3カ所，その反対の面に2カ所，チェンソーで木質

部の中心に達するまで切り込みを入れると含水率が低

下しやすいが，ほだ付きは必ずしも向上せず，害菌侵

入の機会が増す可能性があるため，切り込みは接種す

る前に行い，接種位置に配慮することが肝要であると

指摘した。

6接種方法

従来，原木に種駒を接種する際には，種駒と同じ大

きさの接種孔をあける必要がある，とされていたが，

①種駒の長さよりも深い孔をあけ,種駒の頭頂部が原

木の樹皮面とほぼ水平になるように接種して孔の底に

空間があるようにすれば，長駒を使用した場合と同程

度に，ほだ木の内部における菌糸のまんえんを促し，

害菌の侵入を抑え，ほだ化を早めるのに役立つこと，

②種駒と同じ大きさの孔ならびにそれより深い孔の，

いずれの場合に種駒およびほだ木が乾燥しやすいか，

または水分を保持しやすいかについては，相違が認め

られない事例が圧倒的に多く（反対の事例が少数ずつ

見られた)特定できないことから，「生原木や大径原木

では，深孔接種を行えばほだ木の水分の減少が促され

る」とか，「小径原木における深孔接種は，種駒やほだ

木が乾きやすいので，ほだ付き低下のおそれがある」

とはいえないことがわかった。

さらに,③接種した種駒の露出部とその周辺に封ろ

うを塗布すれば，干ばつのときには活着および菌糸伸

長がいくぶん向上し，過湿等のために種駒からのトリ

コデルマなどの侵入が激しい場合にはその被害をかな

林業技術No.5941991.9

り防止できること，④接種する際に，土壌が種菌に付

着すると土壌中のトリコデルマ等の作用により，活着

および菌糸の発育が不良になりやすいこと,⑤種駒を

直射日光に3時間さらせば，シャーレを用いた発菌テ

ストでは発菌がほとんど認められなくなるが，種駒の

内部の菌糸は生存し，原木に活着する能力を持ってい

ることを確かめた。

7．ほだ木の伏せ込み管理技術

①ほだ木を伏せ込む所は，明るさ，空中湿度，通

風，排水などの環境条件を満たしていることが要求さ

れてきたが，同一の場所を連年使用すると種菌の活着

および菌糸の発育が悪くなる場合があること，このよ

うな連作障害は，伏せ込み地の明るさが中庸～暗，空

中湿度が中庸～高，通風が不良，土壌が湿のときに生

じやすいことを突き止めた。連年の使用によって伏せ

込み地の生態系が変わり，菌寄生菌などの侵害の機会

が増大するものと推察された。適地に伏せ込み，適切

な栽培管理を行えば，連作障害を無視できるが，基本

的には未使用の場所に伏せ込むのが無難であることが

わかった。

②種菌の系統（品種）によって環境条件に対する適

応性が異なり，種菌の活着およびほだ付きに違いが生

ずる場合があることを確かめ，系統別のほだ木管理が

望ましいことを指摘した。

③接種した年の6月ごろに，ほだ木の上部と下部の

木質部の表面におけるシイタケ菌糸のまんえんの相違

がしばしば見かけられている。そこで，ほだ木の天地

返しを入梅から秋口にかけて1～2回，あるいはそれ

以上行えば，シイタケ菌糸が一様に繁殖しほだ付きが

向上する，といわれてきた。しかし，林内でムカデ伏

せまたはヨロイ伏せにしたほだ木の天地返しを，6月

中旬～9月中旬にl～4回行ったところ，木質部の表

面における菌糸のまんえんの向上は認められなかった。

これは，慣行の接種量では，遅くとも7月の半ばまで

に木質部の表面がシイタケと害菌によっておおむねす

みわけられるためであろう。また，ほだ木の上郡と下

部の横断面における菌糸のまんえんが均一になるとは

限らず，両者の平均値の向上も見られなかった。これ

らのことから，林内でムカデ伏せにしたほだ木では，

天地返しはほだ付きを向上するための必須条件である

とはいえないことがわかった。

これまでのところ，6月と9月に，林内でムカデ伏

せにしているほだ木の天地返しを行った結果，初期の

子実体発生錘がやや増加した例はあるが，1代の収量
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では4．1kg/㎡,100%では16.2kg/㎡）に比べ，ほだ

付き率間の子実体発生堂の差が小さい。

一方，高温性・小葉系統の場合には，氏らの中葉系

統における傾向に近似していた。

②低温性系統の2～4年ほだ木を用い,初秋～晩秋

に2カ月間，降水遮断した結果，林内放置に比べて子

実体発生鼠が同程度か，または多かった。一方，同時

期に散水したところ，林内放置に比べて子実体発生量

が等しいか，あるいは少なかった。このことは小松光

雄氏ら（昭和57年)の報告に反しているが，筆者が供

試した系統は氏らのそれと異なっており，系統によっ

て原基形成の時期に相違があるか，もしくはほだ木水

分と原基形成との関係が違っていることが推測される。

晩秋から冬にかけての2カ月間の降水遮断は，子実

体の発生にはプラスにならず，散水によってその発生

が促進されることを確かめた。

③低温性系統のほだ木の1代を通じて,子実体を9

分開きで採取した場合には，5～6分開き採取に比べ，

個数は12～20％少なかったが,1個の平均乾燥重量は

24～33％増し，ほだ木の材積当たり収量は8～9％増

えた。

④高温性系統を用いた夏栽培において,含水率が20

％前後に低下したほだ木を浸水した場合や，水温が高

く（24～29℃)，発生環境の気温も高い（26～28℃)場

合には，子実体の発生錘が著しく少なく，その後，常

法で栽培しても1代の発生量は少ないこと,⑤高温性

系統のほだ木を浸演している水にエアーストーンを通

過した空気を注入すれば，子実体の発生量が増加する

こと，⑥ほだ木を漫漬する水がpH3.6～6.7,または

9.7～10.9であっても,中性のときに比べ,子実体の発

生堂および形態はあまり違わないこと,⑦晩秋～初冬

に，低温性系統のほだ木を浸水した後,5｡C,-10℃ま

たは-30･Cに9日間程度置いてから展開すれば，子実

体の発生を促しうることがわかった。

15

０

５

子
実
体
乾
燥
重
量
（
胸
／
耐
）

配

11

4 06080100

ほだ付き率（％）

図｡l中温性系統(品種)のほだ付き率と子実体の乾燥重量

累計との関係

の増加は認められていない。

④従来，害菌の防除は生態的防除に限られていた

が，ベノミルまたはシアベンダゾールを成分とする3

種の薬剤のうちいずれかをほだ木に散布すれば，トリ

コデルマの侵害を予防できることを確かめた。

8．子実体の発生条件

ほだ付き率や浸水発生操作等と子実体発生量との関

連性を検討した。

①中温性･中葉系統（品種）のコナラほだ木におけ

るほだ付き率と子実体発生量との関係を図・1に示す。

これを見ると,ほだ木1代の発生量は，ほだ付き率が

50％では7.9kg/㎡',100%では15.3kgであり，温水

竹則氏ら（昭和43年)が報告した中葉系統の値(50％

第38回林業技術賞についての予告

施に応用され，また広く普及され,あるいは多大

の成果を収めて，林業技術向上に貢献したと認

められる業綴を表彰の対象としております。
本蹴は，その結果を毎年5月に開催される総
会の席|:で発表し，表彰を行います。

本会は,林業技術の向上に貢献し，林業の振興

に功繊があった業繊に対し，毎年林業技術賞を

贈呈し表彰しておりますが，各支部におかれま

しては本年度の受倣候補者のご推せんを平成4
年3月末日までにお願いいたします。

ぽお『林業技術賞』は，その技術が多分に実

材諜技術NO.5941991.9
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第37回林業技術ヨンテス器要旨紹介
診口鰯球はジヤイァシツ;の力蚤謬での王・鐸蝿ズワローズのバリパリの広沢・池出さ同簔羨篝塞内で
のライバルはもぢろふう安鍬鍾蓋蕊の樹撫・江墓対王・蕊鳴といった他球団のライバルの惹謹礎お互
いの技憩磨ぎ，ヌァシには血湧き肉躍毒興溌を等えてくれました。。：
いい意味で,秘薬界内§識愚堀豫溌業蕊乳撫受イバルを鍔つこどは，自ち”樹術を鴬蕊，蹟穣と式ぷ
きものの蒜向性患考尭るうえでも営為め;語有効稜匡とと考えら:堀ます°
本コン秀繁トに参加い淀濯ぎま魑篭皆鱗廼発蕊蕊旨騒ご紹介いなしまず力患櫛譲噸第苧線宅活躍"籍
梯には訂技術向蝉的ためぬ試嵩，溺為撚職髄流識合の場とし露，奉戴沙誘スト潅表添礎潅鮪涯熟瀧鑛
けれぽ率い遥競。”……1¥:'::':｣騨噌~""
ｼ欺識γ:参加者の方蕊の所職暁鐵鴬講議:鴨参加時”も蛾露鋤*鶚等以詣溌稽略膨潔職潅さ､ゞ、

囮林野庁長官賞

:男体山の治山工事におけ
る前薙の概成とその効果
'について

前橋営材局宇者囎繧
4倉忠男･青木良明･佐月涛敗

鬼怒川地区民有林直轄治山事業

(男体山東南面の標高1,300mか

ら山頂2,484mまでの277ha)

は,昭和35年に開始し,現在実行

中である。崩壊地ごとに薙と呼ば

れているが（大薙，小薙，中薙，

白薙，大平薙，前確の6つ)，保全

対象に最も近い前確施行地につい

て，その工事経過を振り返り治山

事業の計画，実行のあり方とその

施行効果について報告する。

1実行結果

(1)前薙崩壊地は比較的小規模

であったが，昭和49年8月26日

の台風14号により施行地は全壊

し，大被害を被った。そこで，上

流部に山腹工，『|'・下流部に渓間

工を基本として計画したが，その

後，布製型枠の使用によって，勾

配28.以上の縦断方向にコンクリ

ー|､打設が可能なことを知り，全

体計画を変更した。

(2)全体計画の残鹸23基の床固

工を］9基減らし，4基だけ施工し

た。洗掘のおそれがなく大殿の土

砂発生もないことがわかり，流路

林業技術No.5941991"9

一

戸

写真.l左端が前薙

饅．訓量'§隆撒&郷§

蕊
写真･249災全景

工を1,08()m新設して中流部以

下に連絡し，水処理をすることで

解決した。

(3)この変更によって，洗掘防止

対策，土砂整理（大競の床掘土砂

発生に伴う予想外の経獅と時間が

かかる)，工期の短縮化(狭あいな

谷間で急勾配なため，安全上から

短縮が図れない）が一挙に解決さ

れた。

(4)実行結果を総括すると,①実

行総額：1.235百万円(1ha当

たり109.5百万円，②床固工19

基減，流路工1,080m新設の結果

：63百万円の節減,3年間の工期

短縮，安定した法面の概成が図ら

れた。

2まとめ

(1)平成2年に台風11号のほか

3度も台風が襲来し,49年前薙災

害を上回る豪雨に見舞われたが，

被害は皆無であった。

(2)実行の過程において,計画変

更を余儀なくされることがしばし

ばあるが，常に現状を観察し，自

然の変化に即応できる目を持つこ

とが重要である。

(3)男体山の緑については関心

が高く，治山事業の重要性と積極

的なPRの必要性を再認識した。

翻林野庁長官賞

基本図情報の宗ジタル化

について‘

大M贈撚局高醗謝署
近藤浩

基本図情報のデジタル化（等高
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業計画編成時には，林小班などの

因子を変更するだけで基本図が作

成できる。しかし，デジタイザを

使用し,75haの基本図のデジタ

ル化に約2～3時間かかる。

2経常業務への応用のソフト

ウェア作成

ここでは，測量成果の図化のは

め込みから架線想定図作成までの

応用のソフトウェアを作成し，考

察した｡①使用するデータおよび

入力因子：コンパス測量成果，先

柱の位置・高さ，元柱の位置・高

さ，中央垂下比，②ソフトウェア

の特徴：キーボードよりマウスに

重点,③操作のフローチャートお

よび手順：操作画面を示しながら

手順を説明(図・2)，④利点・問題

点：基本図上に実測図を合成でき

るため，位置の把握，方位角の読

み違い等の発見が可能であり，ま

た，何回でも地形の起伏図を描く

ことができ，架線作設の際に参考

となる因子を算出できる。しかし，

現時点では±10m未満の高低誤

差は避けられない。

基本図標準画面 拡大画面

50×50m

FILE名
(B:¥nnl¥UI4)

－等高線l0m間隔
一等高線50m間隔
一林小班名
一林班界
一小班界

匡＝＝薦界
一作業道
一河川

F4

る消去MENU

－

F3

FAIL指定による消去

F1

画面チェック

F2

高速画面チェック

図･1今回入力した箇所の等高線だけをチェックした後の画面（ファイル結合を

実行し,F2の高速画面チェックで表示したもので,これが最終的に数値化
された基本図を再現したものとなる）

F1F2F3

基本図標準画面垂下比変更架線設定箇所変更
580

０
●
■
■
●
卓
●
□

Ｃ

ｅ

寺

の

■

◆

合

●

の

中

心

■

①
●
●
■
●
■
●
■

■

？

◆

ｂ

●

ｂ

●

●

●

○

血

申

唖
釦
帥
４

■
●
■
■
■
■
■

電
－
．
…
》
…
．
一
・
．
孔

恥
零
６

・
》
△
・
ふ
：
０
畳

弱
…
評
０
下

５
４
比
垂

柱
柱
下
大

先
元
垂
最

水平距離
高低差
傾斜角

ll9m

llm

5．3。

争己

480

380

）

280

囹材浬剥予罠官賞
I

0100200300400500

図･2荷重がかかった状態を仮定し垂下比を0.06で作成した架線想定画面
広棄樹藩齢燃錐篭め施業
方法鰯険識鴛職鴬駕鷲:鴬

線などのX,Y,Z座標への獅直

化）および業務への応用のための

ソフトウェアの開発について考察

した。

1．基本図情報のデジタル化の

ソフトウェア作成

まず，基本図情報をデジタル化

することとし,①デジタル化に際

しての入力手段の選択：比較的容

易にソフトが組めるデジタイザに

よって入力,②入力形式：ポリゴ

ンデータ,③デジタイザでの読み

取り：その条件は範囲;210mim×

148nlin(=A4)約75ha,単位；

0.501111,誤差：機械誤差・ソフ1、

ウェアによる誤差・人的誤差，因

子；等高線・林小班名・林小班

界・官民界・林道・作業道・河川

など，④作業環境（略)，⑤プロ

グラムの特徴：ファイル構成は

315個の階層ファイル（等高線・

林小班名等)，⑥操作のフローチ

ャートおよび手順：操作画面を示

しながら操査手順を説明（図・1)，

⑦利点・問題点：入力した等高

線は半永久的に使用でき，地域施

:剣i鈩鏑勤旦）!'林務署

則瀧l眞室さ西口矛砿

ウダイカンバを主体とする天然

林について林分構成や成長経過等

を調査し，優良広葉樹資源培養の

方途を検討した。

1．調査地および調査方法

調査地の概要は，表．lのとお

り，若齢林分はカラマツ人工林に

侵入したウダイカンバを主体とす

る林齢29年生の林分である。

標準地を設定し，樹種胸高直

林業技術No.5941991.9
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表･1調査地の概要 を進める。2回目は樹高成長の鈍

化するころ(20m)とし，立て木

を想定し側圧木を主体に伐採する

(25％)。以後，繰り返し期間を

15～20年とし，目標直径に達した

時点で主伐する。③今回の調査に

より，ウダイカンパ30年生20cIn,

50年生30cnl,70年生40cII1の成長

が見込まれるので，将来90～100

年生で大径木の生産が可能と予測

される。また，間伐事例(30年未

満)では，約53,000円/haの収益

の確保が実証された。

区分｜高齢林分（77年生）若齢林分（29年生）

箇所名 金山

旭川経営区145林班

390～430m

20～路。

南東～東

Bc型

山火事

当麻

旭川経営区刀林班

360～430m

5～10・

北西～西

BD型

人工林内自然発生
（火入れ地溶え）

S.34～37下刈り

S.44つる切除伐
S.52"

S.52間伐

標高

傾斜

方位

土壌

森林の成因

保育経過 S.51間伐 ４
４
２
２

３
４
５
５

●
●
●
ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

表･2間伐結果（当麻：幼齢林分）

(ｱ)伐採木の内訳（立木）本数：本，凋瀧:nf
壷日詞ｵ雲封荷i罎里塞賞

写奏機を利蹄じた火工林

林舜銅積の樅遥秀法に診
鱗話爺掌駕篭蹴駕W:寧鱒.：

北海道営赫局静内営林署

:率;i橘識晩予あﾂIIIff榊
(ｲ)出材内訳

回っているものの，林齢20年(直

径16cI11)くらいより成長が鈍化

し，林齢29年（直径20cI'')で老

齢林分とほぼ同じになっている。

⑤ウダイカンバの利用材積率：

樹冠長と幹材歩止りには相関があ

り，樹冠長が大きくなるにしたが

い歩止りが低下している。⑥間伐

の実行；今回の間伐木は胸高直径

12cin以上を対象とし(16～18cI11が

最多本数),小径木主体でパルプ材

の比率が高かったが,1㎡当たり

2,100円の販売収入が得られた。

3．考察と施業方法

①1回目の間伐適期は,上層木

の胸高直径が20cm,樹高で18m

が目安となる｡②ウダイカンバ林

では，初回間伐(18mのとき）は

上層の不良木を主として20％程

度の伐採率とし，下枝の枯上がり

林内写真を利用して，林分材積

および胸高断面積合計について手

軽に利用できる｢スリットシート」

を作成して推定を行った。

1写真による人工林林分材積

の推定方法

スリットシートの作成とカウン

ト木の測定方法の手順は，以下の

とおりである｡①円柱(真径判明）

を写真画面の中心（光軸）に置い

て，必要なK(断面積乗数）で1/

2とカウントできる位置にカメラ

を固定，円柱を横に移動させなが

ら撮影を繰り返す｡②円柱の写り

幅（スリット）を写真と同サイズ

の透明なシートの同じ位置に写し

取り「スリットシート」を作成す

る(図・1)｡③林内の任意のポイン

トで，①と同一にしたカメラを使

い，地面と平行を保ちながら，林

総事業賀2,680′287円
収益512,305円
1mj当たり収益2,100円
ha当たり収益53,365円

径，樹高などの林分榊成やその生

育状況を調査し，併せて若齢林分

での保育事業の採算性を検討した。

2．調査結果

①林分構成息老齢,若齢両林分

とも上層木はウダイカンバが優占，

蓄積はha当たり1871Tf:171nf,

最大径級は50clll:28cn1となって

いる。②生育状況：幼齢林分は単

層林型を呈し，樹冠の大きさが比

較的そろっている｡③樹冠占有面

積：幼齢林分は単位幹材積当たり

の樹冠占有面積は40～80nfで,老

齢林の同径級のものと比較して小

さい傾向にある。④胸高直径曲

線：保育の行われた幼齢林分の成

長は，間伐の遅れた老齢林分を上

|NHIHH|-|－－|-|豫瀦’郷
図･1スlノットシートの作成

林業技術No.5941991.9

樹種

径級

下
上
叩
師
２
４
２
２

計

ウダイカンバ

本数材積

46380

4625

509105

その他広葉樹

本数材積

893133

11392

1,006225

合計

本数材潰

1.356213

159117

1,515330

箸材他

73m，

ﾉVﾚプ材

171m，

合計

244耐

販売価格

3,192,592円
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表･1林分単位のG,Vの推定結果

〔単位：平均樹高m,G㎡'/ha,Vm'/ha)

ｽﾘｯﾄｼー ﾄ(K=1)|ﾚﾗｽｺー ブ(K=4)
(fｲﾝﾄ数|GIVl紺ﾝ卜致|GIV

項目
鴎

鞄
龍
輻
瞬闇種 林齢

林小班

８
７
０
９

４
３
４
１

３
２
２
２

108ろ

23り

23る

109ろ

38

31

29

36

1回

なし

2回

2回

15.7

13.7

221

21.3

0.54

0.57

0.46

0.46

０
５
５
５

１ 36.0
(88）

32.9
(108）

24.0
(102）

21.1
(94）

開
扉
“
〃

３
２
２
２

０
５
５
５

１ 41.0
(100）

洲
23.6
(100）

22.4
(100）

トドマツ

トドマツ

カラマツ

カラマツ

注)l.平均樹高は，各ポイントごとに至近木3本を目測した結果の平均値である。2.胸澗形数は，人工林胸
高形数表（北海道営林局，1979）による。3GおよびVの値は，各ポイン|､ごと1回実行の平均値であ
る。4カッコ内の数値は，レラスコープにより求めたGを100としたときの比である

注)1.平均樹高は，各ポイントごとに蕊i

高形数表（北海道営林局，1979）に‘

る。‘lカッコ内の数値は，レラスコー

木の胸高部が写るように撮影を行

う。④この林木の胸高部とスリッ

トシートを重ね合わせカウントを

行う。こうして求めたカウン1､木

本数に林地の傾斜による修正を行

I'],Kを乗じて胸高断面稜を求め，

平均樹高と胸高形数を乗じて林分

材積を推定する。

2．実行結果と考察

①スリットシートの検証：焦

点距離50mⅡ19COのカメラ設定（ア

サヒペンタックスNE-SUPER)

によるK=1(1枚当たりカウン

ト木本数3～5本程度）のスリッ

トシートを作成し検証したが，ほ

かの2方法（レラスコープとスリ

ット板）とほぼ同精度であった。

②1ポイント当たり撮影枚数の

検討：360･撮影するためには10

枚の撮影を必要とするが，実用上

は撮影枚数を少なくする必要があ

る。変動係数を求めて検討した結

果，前後2方向で十分であると考

えられた｡③人工林林分材積の推

定結果：人工林4カ所を対象とし

て，ポイント当たり前後2方向撮

影の写真とスリットシートを用い，

ha当たり林分材積の推定を行っ

た。スリットシートを用いた場合，

対レラスコープ比±15％以内で

推定された(表・1)。④利点と問題

点：再測定が容易，林分写真は観

察記録として利用でき，さらに，ミズナラ種子は，乾燥死する高

スリットシートは1度作成すれば含水率型ならびに短期発芽型の種

複製も容易で，カメラ設定が同一子であり，虫害（ゾウムシ類）を

であれば何度でも使用できる。し受けていることが多いなど長期間

かし，林木の重なりや胸高部の欠貯蔵は困難とされてきた。そこで

損（写真の両端）などで正確な力定温貯蔵庫（愛別町が管理する施

ウントができない，胸高部位置の設で，63年に建設され,年間を通

判断が困難な場合があるなどの問じ2～3℃，湿度90％を保持)を

題もあるが，現段階では担当区事利用して貯蔵試験を始めた。なお，

務所における造林地観察記録としアイスシェルターへの貯蔵前に発

て，利用価値は高いと考えられる。根長別（0～2mm未満,2～41m

未満54mm上）に選別し①混合な

臓日調棒痴荷協蓑里事長賞し,②川砂混合,③ピーI､モス混

合,に分類して平成2年4月20日
賦葉獅蝶"推懇に漣ぃy

篭慧篝簑灘識義蕊塞に試験を始めた。2試験結果
:,鱗義轆蝋餐講職鍵 ①混合資材別種子健全率の推､鰻:.',:,#:.繊.:::!;:識.‘.､離・･鴎:綴::::::.‘:;;..:.::::.#:..､弊:.．:.:.::．::I．:...i:§．!.．;.....･･･

患“蕊遡臘臓肩羨爵鋤署移:試験開始6カ月後の健全率は，
::灘灘蕊議蕊像識職瀧：「混合なし｣15%,『川砂混合』50

’．．．．；．．’．

定温貯蔵庫｢アイスシェルター」％，「ピートモス混合｣45％であつ

を利用して，ミズナラ種子の長期た｡②種子発芽率の推移：6月で

間貯蔵と母樹の設定に取り組んだ。は発根長0～2clllの「混合なし」

1「アイスシェルター｣によるが4．8％，7月になると発根長0

種子の貯蔵～2cIIIの「混合タイプ」も44～56

表･1まき付後越冬までの成長量

広葉樹施業鰯推懇に詞:い

謹藥等遥災難諺種茅撰定

蝿蕊鯉;灘驫議職掌
,:,#:.繊・:::!;:識.‘.､蕊.､鴎:綴::::::.‘:;;..:.::::.#:..､弊:.．:.:.::．::I．:･･･i:§．!.．;･････

識灘蕊遡臘胤蓋肩羨爵営胤署
:鰯:::蕊蕊驚詳葉俊夫常関;:弘道

根長

平均/最大～最小

35.8/29～88伽

24.0/21～29叩

185/14～23叩

158/14～19dil

苗長

平均/最大～最小

14.8/13～21qll

94/8～11叩

7.2/5～9剛

6.3/5～8CI1

根長/苗長比瓢まき付年月白 比瓢

伽
印
一
駝
一
“

2.4

2.6

2.6

25

日
日
白
日

１
３
３
２

１
２
１
１

月
月
月
月

６
７
８
９

年
年
年
年

２
２
２
２

轆
轆
輸
鰔

伽
一
馴
一
岨
一
媚

注）1.成長録調査は，平成2年1()jF1311.1に実施した
2.r比較」は，平成2年6月11nのr平均」を100とした場合の指数である

林業技術No.5941991．9
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％となり，球果内部の腐れ進行の

影響が出てきた。8～9月は，ほ

ぼ同様の傾向で｢混合なし」と｢発

根少ない」は腐れの進行で発芽率

が低下傾向にある。③まき付後越

冬までの成長量：6月まき付に対

し9月まき付の苗長，直根長比は

43～44％であり，9月まき付は生

育期間が短く枝葉，根系ともに軟

弱状態で冬期を迎えることになる。

④ミズナラ母樹の整備：平野部，

山間部に分散させ樹冠通直，正円

な形質良木33本を選定した。

3．考察

①混合資材別健全率の推移：

｢川砂混合」「ピートモス混合」の

タイプが貯蔵後期にもカビ類の発

生が少なく有効な混合資材である

こと，種子重量と混合資材の混合

比は，同程度が適切であることが

判明した｡②発芽率の推移：貯蔵

前に発根が確認された種子は充実

しているので長期間貯蔵に，発根

の少ない種子は充実していないこ

とから短期間貯蔵にそれぞれ区分

する必要がある。③まき付時期：

春まき付または秋まき付（9月ま

き付は軟弱な苗く生育期間が短い

ので＞となり低温被害が見られ

た)。④結論：アイスシェルター

はミズナラ種子の貯蔵（温度・湿

度条件において）に適しており，

また貯蔵管理上からも有利である。

混合物使用を原則とし，極力，川

砂を使用し，貯蔵前に発根の有無

を確認して貯蔵期間を調整する。

写真･2施行箇所の例

(作業終了後約3カ月目の枝条伏設
状況。枝条伏設時より流水跡に顕著

な変化はない）

②枝条伏設効果：その効果は

明らかで，枝条により流水が分散

され，流水の集中化を妨げている。

③植生の侵入：作業終了後1

年目で平均被覆度は17％となり，

これら植物の侵入によって物理的

障害物となると同時に生理作用に

より雨裂の発生拡大を少なくして

いる。

写真･1無施行箇所の例

(作業終了後約3カ月半の期間にで
きた雨裂の状況）

作業終了後のトラクタ道に発生

する雨裂について，その防止策を

検討した。

1．雨裂の発生状況
わ鱈ち

雨裂はトラクタの轍や幹材の牽

引跡に発生し，特にトラクタ道の

中央部に顕著で，この部分に雨水

力喋中し土砂が流失し，不透水層

に達した後も横侵食や風化作用に

よって拡大する。雨裂による土砂

流失量は，雨裂220mについて行

った計測によれば,27㎡(0.12㎡／

ha)に相当し，無視できない流失

量である。

2．枝条伏設実験

雨裂の発生要件（集水面積，雨

量，傾斜，土壌，障害物）を検討

した結果，作業終了後速やかに枝

条を伏設し（横断排水作業や太い

枝条の使用を避け，空隙が生じな

いよう密着させ),流水の分散を図

り初期の雨裂を最小限に食い止め，

侵入する植物との相乗作用により

防止すべく実験を試みた。

3．考察

①雨裂の拡大と降雨量の関

係：年間累積雨遼より1日最大雨

量等短期間の降雨量に大きく左右

される。

剰日詞棒j封荷跨里事長賞

自走式リモコンキャレジ

による集材実行結果につ

いて

毒燕謝掲大衡謝署
伊藤利尚・幸出精雫郎一

平成2年度に自走式リモコンキ

ャレジ（商品名：スカイキャリー

H750B)を導入し，人工林皆伐集

材作業における効果，問題点等に

ついて検討した。

1．作業方法等

①作業地の概要：資材蝿,作業

条件および隣接する民有人工林の

損傷防止等を考慮して自走式リモ

コンキヤレジによる集材を採用し

た（表・1)。②伐倒：8月に実施

し，70日間林内で乾燥した（伐倒

函日本林業技術協会理事長賞

卜夙クダ集緋道における

繊臓kめ試み:にうﾙﾐｾ

》
》

》
・
一
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表･1作業地の概要 に取り付けたものである。

(1)ノコギリの鞘抜け防止装置

①洗濯バサミはバラしておき，

羽根の片側と付属のバネを使用，

木片は鞘に付いている紐止め用の

山型に合わせてナイフで削り，形

を整えておく。②紐止め山の横に

ドリルで直径15mmの穴を開ける。

穴はノコギリを鞘に収めた状態で

穴がノコギリの身に当たらない位

置に開ける｡③穴に洗濯バサミの

挟む部分（頭）を入れ，紐止め山

にキリで穴を開け針金を通す。穴

の位置は洗濯バサミの支点の位置

とする。④洗濯バサミの羽根とバ

ネを針金に通し，ドリルで開けた

穴までバネを効かせた状態でスラ

イドさせる。⑤洗濯バサミを支え

るため，あらかじめ位置決めして

穴を開けておいた木片に，木工ボ

ンドを塗布し針金に通し，洗濯バ

サミを挟むようにして固定する。

⑥針金の両端をペンチで曲げて，

支点棒となる針金が抜けないよう

にする。⑦木片の固定は木工ボン

ドだけでは不十分なので，絶縁テ

ープを4～5回巻き付けて完全に

固定する。⑧洗濯バサミの羽根が

紐止め山より飛び出しているので，

それをラジオペンチで山と同じ高

さまで折り曲げて完成である。

(2)ナタの鞘抜け防止装置

①スプリングを平ヤスリで長

さ15cII1くらいに切断する。②ス

プリングは湾曲しているが，ラジ

オペンチを使って内側にV字型に

折り曲げる。内角は，およそ50度

くらいが適当であるが後から角度

の調整をする。折り曲げるバネは，

長いほうは10cm,短いほうは5cI11

程度力遜当である。③バネの長い

ほうの先端を差し込みやすいよう

に斜めに切る。④ナタ鞘の木とナ

タ鞘に巻いてあるステンレス板の

なった。

3．評価

(1)メリット：従来のエンドレス

タイラー式に比べて,①架設・撤

去作業が大幅に鱗備，軽減される。

②送信機の操作はきわめて簡単

でトラブルは発生していない。③

作業の安全性が飛躍的に向上した。

(2)問題点：①材の軽鼓化に努

めたがすべてを全幹で集材するこ

とはできなかった（主伐材の集材

には，巻上げ能力の大きな機器が

必要)。②材の昇降に時間を要す

る（巻上げ索を継ぎ足す必要が生

ずる)。③燃料残餓をチェックす

ることが困難であり，燃料切れに

よってキャレジが途中で止まるト

ラブルが発生した。しかし，新し

い機種では残強警告装置を装備し

た。

3．今後の課題

最大巻上げ能力の向上，巻上げ

ドラムの容斌アップ，燃料タンク

の容撒アップ等の改良を行うこと

によ'），さらに'隔広い分野での利

用が可能となる。

場所

作業方法

面積

樹種等

資材舅

平均材漬
林地傾斜

東虹具山国有林81い4

皆伐
1.58ha

スギ人工林55年生
1,413=758ITf

0.54㎡

平均25。

表･2架線の概要

表･3集材功程

集材量

1回集材量

1日集材回数

1日集材璽

集材日数

612nf

平均0.45m'

31回

15m'

延べ41日

材の含水率；62．3％)｡③架設：

当作業地は架線勾配が緩やかなこ

とから1線式とし，主索の張上げ

は，キャレジ本体でつり上げる方

法を採用した(表・2)｡④集造材：

集造材作業には，集材2名，造材

2名，仮巻立（荷卸を含む）2名

の6名を配置し，送信機は，先山

と土場に1台ずつ配置した。ウィ

ンチの巻上げ能力を超える大径材

は，巻上げ索をダブらせて集材を

行った。

2．実行結果

(1)架設作業：この方式は主索，

走行索のみの使用であるので，架

設作業が大幅に軽減された。架設

は8名で行い,作業には延べ2．5

日，22人工を要した(同様の箇所

をエンドレスタイラー方式で実施

した場合く40～45人工＞の約半

分)。

(2)集材作業：この方式は引戻

索を使用しないので，内角作業等

の危険がなく，作業がより安全と

磯日本林業技術協会理事長賞

・壜や

オーl､ロックによる鞘抜

け防止装置の考案

幟

使用上の違和感がなく，現場で

安価にかつ簡単に製作でき，確実

な効果が期待できる鞘抜け防止装

臘を考案したので発表する。

1．製作手順

本装置は，針金30cn'(14番

線)，アルミ製洗濯バサミ，針金を

固定するための木片，チェンソー

のスターターに使われているスプ

リング（廃品）等を加工して，鞘

林業技術No.5941991.9

集材スパン

架綴勾配

主索

走行索

平均集材距離

平均撞取距離

平均つり_にi臣霞

453m

2．

j20Im

の10Ⅷ

292m

ｍ
、
４
０
２
２
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表･1調査区ごとの間伐設計 昭和61年1．1月

現況

ha当たり

燕琢ﾌT爾諏雨

I剖伐

繍:蒜1
樹冠疎密度間伐認後

プロット 胸高直径
(dn)
樹高
(m)
現況
（％）
間伐後
（％）
本数
（％）
材楓
（％）

塑
一
郷
沁
一
侭
馴
一
燭

怜
一
郷
仙
卿
怜
一
幟

区
区
区

Ａ
Ｂ
Ｃ

０
０
０

２
４
８

９
２
７
１
１

６
４
６

１
８
２

２
２
３

360

720

900

43

101

80

560

520

880

３
３
６

７
８
４

１
１
２

73

87

88

39

58

51

60

65

70

20

36

25

23
－

12～38
15

－

10～19
平均 1,310 660 75 650275 201 83 65 50 27

間に長いほうを差し込み，短いほ

うは鞘の中に入るようにして完成

である。差し込む位置はナタの背

(刃の反対側)が当たる位置である。

2使用方法

ノコギリの鞘抜け防止装置は，

ノコギリを鞘に入れるとき，洗濯

バサミの羽根を軽く押してロック

を解除し押し入れる。抜くときは，

同じように洗濯バサミの羽根を軽

く押してノコギリを少し抜き，後

は羽根から手を離してもノコギリ

は容易に抜くことができる。

ナタの鞘抜け防止装置は，バネ

がナタの背部をこするようにして

抜き差しを行う。なお，板バネが

強すぎる場合には取り付け角度を

変えて，適当な保持力を得られる

ように調整する。

3．研究の成果

①いずれの部品も入手が容易

で，簡単，短期間に製作できるが，

鞘抜けは完全に防止することがで

きた。

②ノコギリおよびナタの抜き

差しが容易であり，作業のリズム

を崩すことがない。

③鞘抜けによる災害防止に寄

与するとともに，雑潅木が多い場

所の作業でも紛失を気にすること

なく作業に専念できる。

④手になじんだ道具を紛失し

た場合の失望感紛失した道具を

探す時間的なロスが排除できる。

径，樹高および材祇の成長状況を

みるに，肥大成長に成長はみられ

るものの全般的に緩慢な成長結果

となった。

③樹冠疎密度：設定時，最も

｢疎｣であったAプロットでの回復

が顕著であった。

④不定枝調査：ダケカンバの

発生比率が高く，特にAプロット

でいちばん多く発生している。

⑤総括：間伐実施時期が林齢

90年前後と高く，したがって樹冠

形成がまだ十分回復できず間伐後

の成長が遅れたものと考えられる。

広葉樹二次林における間
伐試験について
：‐‘”

函買鐵ｵ皮局夷繍雌謝署
松井蜂6鮒撲

山火事（明治末期）跡広葉樹二

次林（ダケカンバ，ウダイカンバ，

センノキ等有用広葉樹が混交）に

ついて間伐試験を行っているので，

その経過を報告する。

1．試験地の概要

試験地は昭和61年に設定(2.58

ha),全体をA区(疎，ダケカンバ

を主とし有用広葉樹が約10％)，

B区（中，ウダイカンパが若干，

有用広葉樹が約20%)およびC区

(密,ウダイカンバが多く有用広葉

樹が約40％)に区分し，プロット

(0.05ha)を設定した。

2．間伐の実施

①林齢が高い（90年程度）の

で,間伐は2回程度,伐期齢は150

年以上として設計した｡②間伐率

〈材積）の上限を40％，間伐後の

うっ閉率を60～70％とする（表・

1)。

3．調査結果

①樹幹解析：樹齢65年くらい

から樹高成長の鈍化が見受けられ

る。目標径級(36cnl)に達するに

は，あと80～100年程度かかるが，

今後樹冠が回復すれば肥大成長が

期待でき短縮できよう。

②成長景：プロッ1,ごとに直

巻枯らしによるスギ葉枯

らし材生藤について

熊本営硫鳥篭蕊
スギの巻枯らし材生産について

試験を行ったので，その経過につ

いて報告する。

1．試験の方法

①試験地を設定し(3.70ha),

樹齢41年生のスギ林分中から60

本の試験木を選定「巻枯らし」を

実施した｡②試験開始を4月下旬

と7月下旬の2種類とし，立木の

地際30cmの所から上部40～70cnl

程度剥皮した｡③4月下旬から11

月中旬まで，2週間程度おきに含

水率の測定（木材水分計）を行っ

た。④剥皮の功程調査を行った。

搾業技術No.5941991.9



表･1皮剥ぎ功程調査表

巻枯らし本数材穫｜平均径級｜時間人工数延時間’1本当たり

50本 10.32IYf 面聖而cⅢ 63分 3人 189分 3.78分

表･2巻枯らしに要する1m3当たり労賃

巻枯らし本数材積|延時間|労賃|1IYf当たり時間|1ml当だり労賃

50本 10.32｢Yf 189分 6.400円 18.31分 244円

などの欠点がある。

ズギ人工林の樹皮と形質

幽陵について

：‐・
秋田営林局油営材署

~‘山本保孝･掴譲fff太
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特徴が見られ，樹齢が高くなるに

したがって顕著になるとみられる。

②成長比較：成長順位は他の報

告と必ずしも一致しないが，アカ

ハダ，マツハダが優位にある。形

状比は材積成長の大きいものほど

小さく，逆に材穣の小さいものほ

ど大きい。植栽木の樹皮型別成長

量の違いは，天スギに比較すると

若齢時から現れ,40年以降は経年

とともに顕著となっている。③材

質特性比較：曲げ強度は，いずれ

も基準値を上回っているが，曲げ

ヤング係数ではアカハダ，シロハ

ダが基準値を下回っている。

3．総括

①樹皮の特性は確実に継承さ

れている。

②材積成長曲線は,必ずしも天

スギと同様とはいえないが，アカ

ハダ，マツハダ，ハナレハダが比

較的優位となっている。

③曲げ強度等について特に問

題ない。

④成長は高齢になっても衰え

ない。

⑤一概にどの樹皮型が優位で

あると結論づけることは難しいが，

総合的に見れば，マツハダが他の

樹皮型に比較して優位にあると考

えられ，これまでの研究成果の報

告と一致している。

⑥このような蛍重な遺伝子を

確保していくために，そのクロー

ンを東北林木育種場奥羽支場で保

存することとした。

⑤比較のため葉枯らし(サンドラ

イ）生産も行った。⑥巻枯らし

材，葉枯らし材，普通生材の3種

類(10.5cm角に製材，色，つやも

比較）を市場に出荷し，入札単価

の比較を行った。

2．実行結果

①巻枯らしによる乾燥期間は，

201日間より113日間のほうが効

率的である。②葉枯らしとの比較

では，葉枯らしのほうがよく乾燥

する。③入札単価の比較では，巻

枯らし材は葉枯らし材と同類とみ

られ，普通生材より1nf単価は

1,200円ほど高い。④差引収益で

は，1㎡当たり956円(1,200円-

244円）の収入アップとなった

(表．1，2)。

3考察

①巻枯らし材は,立木のまま自

然乾燥させることができ,作業(伐

倒，枝打，玉切）の中断がない。

②伐倒により材が重ならず,湿

気を含むことなく，サンドライ材

に似た良質材が生産できる。

③収入の増大（付加価値によ

り）につながる。

④輸送効率のアップ(軽量)，製

材段階での反りや曲がりなどの減

少，乾燥コストの節減等の効果が

ある。

⑤しかし,葉枯らし材製材に比

較して乾燥速度が遅く，剥皮が別

工程となるので経費が必要となる

天然秋田スギ（天スギ）は樹皮

の形状で6種類に区分され（アミ

ハダ，マツハダ，アカハダ，シロ

ハダ，クロハダ，ハナレハダ)，そ

の成長や形態的特性力報告されて

いる。この6種類のさし木苗造林

地（63年経過）があるので，樹皮

区分ごとに調査し天スギの定説的

な特性を比較したので報告する。

1．調査報告

樹皮区分別に似通った個体を1

本ずつ供試木とし，樹幹解析を行

い，材の色調と曲げ強度を調査し，

さらに樹皮型を写真に撮り，仁別

森林博物館にある天スギ標本と比

較観察した。

2．調査結果

①樹皮型の比較：供試木の樹

皮型は天スギのように顕著ではな

いものの，総体的には確実にその

表･1植栽木の樹植栽木の樹皮型別平均成長と形状比

区分アミハダマツハダ｜アカハダ｜シロハダ｜グロハダ|ハナレハダ

調査対象木（本）
樹高(m)

直径(dn)
材墳(rif)
形状比（樹高/直径）

9
234

46.0

1.699
509

7
22．1

40.6

1.274
544

6

21．2

32.2

0.843
65．8

7

20．1

259
0.561
776

7

20．3
26.1

0.580
77．8
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ダケカンバの更新を図ることとし

た。③ダケカンバの現況：20年

後樹高で5.6m,胸高直径で5.6

cmとなり良好な成育状況を示して

いる。④ササの回復：㎡当たり本

数は20年で72本になったことか

らみて,ほぼ20年で回復すると考

えられる。

3．今後の施業方針

①昭和44年以降,20年間の施

業をみるに，地がきによる天然下

種更新は高寒地の厳しい条件下で

も森林機能に有効な施業であると

考えられる。

②地がき施業後20年を経過し

た現況は，平均樹高約6m,平均

径級約6cm,ha当たり本数6,900

本となり，当初の目的であったダ

ケカンバを先駆樹種とした林帯幅

造成は，着々と進んでいる状況に

ある。

③地表面の安定した時点で

12.0mの残し幅について，さらに

地がき施業を行い，後退していく

ササの跡に，天然下種更新によっ

て保安林の回復を図っていきたい。

天然霧種更新鰹よ‘る満寒

逮蕊謁葆翰議鼠達;壺膿
で雛蓄篭鐸患:斗::;：＊:』‘勤一。

馳域侭蝋は鴬育成霧然秘
施業改善への取組み“

’北海道空知支1詞賎雌区
“、*:""藻､¥林業指導事務所
熟……－:…::::::､:'1揃繁美

北見軸蒙局漫上勤曙
:蕊:太田尚哉享柴田修二

高寒地帯の保安林改良について

20年を経過したので,今までの研

究発表をまとめて総括的に報告す

る。

1事業地の概要

当事業地は滝上町市街より北西

約30km,上紋峠付近に位置する高

寒地帯(標高700m)の土砂流出防

備保安林である｡昭和29年の風倒

被害によりha当たり20㎡程度

のダケカンバの疎林と化し，未立

木地の地表はチシマザサに覆われ

ていた。

2．改良事業の推移

①着手の目的：チシマザサの

密生地を大型レーキドーザで地が

きを行い，ダケカンパの母樹を活

用しての天然下種と人工植栽を併

用し，保安林改良を目的とした。

②施業の経過：施業の経過は表．

1のとおりである。当初の地栫仕

様は（昭和44年)，等高線状に押

し幅3.7m,残し幅4.0mでha

当たり延長1,300m,地栫率48%

としたが,48年に成林の見込みの

ない人工植栽を中止し，地がきの

みとし，残し幅12.0m,地がき率

24%,ha当たり637mに変更し，

自然力を生かし，価値生産を高

める天然林施業試験に取り組んで

きたので，その経過を報告する。

1．施業試験地の概要

試験地は緩傾斜地で17年前に

ブルドーザーで地表処理した所で

あり，ウダイカンバが更新してい

る林分(ha当たり平均26,600本）

で昭和61年に設定した｡育成試験

地は選木区（事前に選木し伐採)，

実行選木区（伐採と選木を並行)，

筋刈区（刈幅を設定し伐採），モ

ザイク区（縦横モザイク状に筋

刈),対照区の5つの試験区を設定

した。

2．調査結果ならびに考察

①調査結果を総括すると表・1

のとおりである。

②樹高成長の差異は顕著では

なかったが，実行選木区の成長が

最も良かった。この場合，副木を

有効に配置することも大切である。

③枝下高は，選木区以外は

20～30cmの枯れ上がりで,実行選

木区で最も高い期待が得られた。

有用副木を保残しながら施業すれ

ば，ウダイカンバでは適度な枝下

高が得られる。

④枯損については，林齢15年

生前後で急激に上昇し，自然枯死

する傾向にある。幼齢時に刈払機

等を使用しての保育作業は有効で

ある。

⑤作業工程については,画一的

に比較できないが，選木しながら

除伐した実行選木区が能率的であ

った。

⑥地域におけるウダイカンバ

表･1施業経過表

年度 施業内容 実行面積

S44年 人工桓栽を主目的とし，レーキ催－ザによる
地据グイマツ，バンクシアナマツの条植およ
びトドマツ，アカエゾマツの7本巣植え

(ha当たり2.100本）

胎
配１１

S45～47年 人工植栽と天然下種の共存を目的とし，同地
褥後ト隙マツ，アカエゾマツの5本巣植え

(ha当たり1,600本）

66.90

S48年 ダケカンバの天然下種更新を目的とし，同地
がき

51.43

S49~H元年|地がき仕様を,残し幅12.0mとし,同地がき|521.79
計’’651.70

林業技術No.5941991.9
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表.15カ年間の調査結果
（単位：直径cn1，樹高・枝下高．樹冠長m)

あるいは枝条散布により伐採後の

ススダケの再生が抑制され，広葉

樹の侵入が促進されたためと思わ

れる。

③天然林伐採跡地では,雑草木

の繁茂により被圧を受けているの

で，有用広葉樹の更新を促進する

ために，刈り出しを行う必要があ

る。

④天然では稚樹発生密度の低

いケヤキ等を適地に植栽する施業

も必要である。

⑤天I施業だけでは陰樹類の

再生は困難なので，これらを更新

させるには伐区面積，効果的な保

存帯の検討，母樹からの種子の供

給，林床の明るさを抑制する必要

がある。

⑥天然林に下層木の多いツガ，

ウラジロモミは，伐採時にできる

だけ下層木を保残することも，こ

れらの樹種の再生に有効と考えら

れる。

試険区分選木区実行選木区筋刈区モザイク区対照区

除雛前(Wia)35,60022,80026,90025,50022,100
伐伐採率(%）97834933無施業
時餓農(ﾎﾙa)1,2003,90013,70017,20022,100
調査区分ABCABCABCABCABC

書86年5月456.53.24.4ｽ04.22.13.82.12.4462.72.34.32;
年90年10月708.339669．55.63.65.72．93.96.74.03.96.73.(
5成長量252.10.72.22.51.41.5190.81．521131.62.41I
箇年平均0.50.40.10.40.50.30.3040.20304030.3050(

雛前(刺隠）
伐採率(%）
峨農(ﾎﾉha)

35,600
97
1,200

22,800
83
3,900

26,900
49
13,700

25,500
33
17,200

22,100
無施業
22.100

86年5月
90年10月

45
70
５
８
６
８
２
９
■
■

３
３
4.4
66

7.0
9.5

4.2
5.6

2.1
3.6

3.8
5.7

2.1
2.9

2.4
3.9

46
6．7

2.7
4.0

2.3
3.9

３
７
４
６
27
3．9

量
均
長
平
成
年

25
0．5

１
４
２
０
0.7
0.1

22
0．4

2.5
0.5

５
３
１
０

６
３
１
０

1.4
0.3

９
４
１
０
0.8
0.2

５
３
ｉ
ｌ
21

04

３
３
１
０

2.4

05

12
03

90.10樹冠長

m,謁繍
4．4
0
1,200

3．9
15
3,200

2．8
41
6,000

2．7
36
9,100

2．8
46
7,700

注)A;平均直径,B:平均樹高,C;平均枝下高

の施業体系図を作成し，現地検討続的に調査することとして，水窪

を加えながら育成天然林施業を展事業区地頭方国有林95はに固定標

開していきたい。準地を設け，また95は，96とおよ

び86ほに方形区を設け樹種名，直

径，樹高等を調査した（表・1)。

2．調査結果と考察

①伐採4年後の95は，96とでは

有用広葉樹の稚樹が生存していた

が,樹高が50cm以下なので,今後

雑草木との競争により淘汰される

瀧騨灘灘灘

蕊蕊譲蕊蕊鱸
今後の天然林更新の可能性と施とみられる。

業技術について検討を行ってきた②伐採4年後の箇所に発生し

ので，その経過を報告する。た稚樹が多いことや，34年後

1．調査方法（86ほ）の箇所に広葉樹の再生は，

昭和61年度から更新状況を継伐採前に林床のススダケの刈払い，

表･1更銅犬況調査表（地頭方国有林） ha当たり

96と95は 86ほ

樹高
(cm)

本数
(100本）

根元径
(cm)

樹高
(cm)

本数
(100本）

径
Ｊ
元
、
根
の

樹高
(cm)

本数
(100本）

根元径
(cm)樹種

ガ
ヤ
ツ
カ

5 02 ８
２
03
1.0

15
30

12

驫嬢蕊懸謹職蕊舞嬢臘憩謹:劉鰯蕊瓢蕊#蕊蕊灘9銃葉樹議

ブナ
サワグルミ
ウダイカンバ
ミズメ
ケヤキ
ホオノキ
ヤマザクラ
キハダ
イタヤカエデ
シナノキ
センノキ
ミズキ
アオダモ

６
６
２２

32 550

1,050
810

1
52
336

13
0.5
0.5

64
28
28

30
212
5
5

142
5

3

10

ｎ
と
ｎ
Ｕ
ｎ
と
、
と
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｈ
》
。
Ｕ
Ｒ
Ｕ

■
■
■
■
■
■
吾
巳

１
１
１
１
１
０
０
０

70

72
62
80

44
38

12

26

12.0
65

６
９
３
６
６
４

ｅ
ｑ
ｅ
ｅ
■
■

０
０
０
０
０
０

26
30
29
26

36
22

○
『
Ｕ
句
『
Ｕ
Ｑ
Ｕ
旬
○
ｎ
Ｕ

１
１

『
ノ
ｆ
〃
川
可
穴
ｎ
Ｕ
ｎ
／
Ｌ
Ａ
川
叶

守
り
●
●
色

４
９
６
７
７

700
1,050
650
850
900

４
０
１
３

６
１

3
18

譲鑪用臓蕊樹醗謙溌蕊
コハクウンボクほか広葉樹

遡
畑
蕊
一
一
１

鎚
弱
一
灘
一
颪

蝿
型
鯉
茄

噸
而
蕊
而

型
嶋
蕊
一
萠

鯉
塑
灘
而

遡
塑
鎚
而

趣
4.0

蕊
5.4

郷
面
鍾
而

鱈認雛罰；
－

計
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に応じてタイプ区分を行った。A

タイプ：大径天然木はほとんどな

く，後継樹の生立本数は十分,B

タイプ：大径天然木（伐採対象）

が多数生立，稚幼樹が少なくスギ

の植込み,Cタイプ：集材架線下

等で皆伐状態，に3区分し，更新

を図っている（表．l)。

3．考察

①大径木の多い区域は,局部的

に皆伐状態となったが，次期の択

伐林型への誘導を容易にするため

に,ha当たり10本程度保残すべ

きであった。

②タイプ別に更新を図ったが，

植込木や天然稚幼樹の刈り出しが

必要である。
:競講セ天然ｽ::零を主と燕

:看択伐林型を目指して

:識R営赫局魚梁頼誹曙
癖誌見･門田成生

ダラ騨秘プ羅騨嘉用測尺盤

台ゐ考案に鋤:§て'"鼻.､

名古屋…局新城営材署
両角実

択伐高林作業の行われてきたヤ

ナセ天然スギについて，育成天然

林（択伐林）施業を行っているの

で，その経過を報告する。

1．施業の沿革

対象となった一の谷国有林は，

最大直径100cnl,択伐率25%(推

定）とし（昭7)，スギ，ヒノキの

植込みを行い(昭8)，下刈を8回

実施し(昭9～16)，除伐を行って

いる（昭24)。

2．育成天然林（択伐林）施業

天然稚幼樹およびスギ(補植木）

を保残し，択伐林型に誘導するよ

うに努めている。

①伐採：伐採率を70%とし，

天然木の伐採によりスギに多大の

損傷を及ぼす場合は保残し，その

他損傷被害が予想される補植木お

よび主索直下の支障木は伐採する。

②搬出：スギの損傷を最小限に

するために，2本の集材線を架設

し，エンドレスタイラー方式によ

った。③育成天然林施業を行うに

当たって，小径木の生立分布状況

表･1タイプ月’

人工林主体の生産事業における

グラップルソーの作業仕組みの確

立に取り組んできたが，このたび

グラップルソー用の測尺盤台を考

案したので報告する。

1グラップルソー用測尺盤台

本来グラップルソーは，振動障

害予防対策の一環として天然林大

写真･1グラップルソー用測尺盤台を用いての作業風景

分布表(A･B)タイプ別樹種別直径階別本数分布表

直径(qII)

1未満’2146～8110～1820～28130～3840上｜計
タイプ
区別

樹種 儲考

ギ
ギ
Ｎ

ス
ス
人
天
他

〃
０
１
ｎ
／
』

5 ｎ
『
Ｕ
月
Ｉ

昭和初期
択伐根4本
損傷木0本

ハ
ノ
＆
〃
Ｉ

11

35
18

３
８
１ ３
３
１ 6

2
２
２

4F3３
－
相
一
棚
一
翅

５
“
－
１
函
１
．
－
６
宝
３
－
３
一
一
．
－
３

“
一
伽
涌
涌

A
可
９
４
０
。
』

一
鰻
ロ
ー

■
身
如
『
◇
勺

－
０
一

通
０
一

一
》
一

〆
○
■
４
４
８
』

宗澤着
人スギ
天ﾋﾉｷ
他N

3
1
3 1 ７

３
６１

昭和初期

択伐根4本
損傷木2本
平成元年
択伐根4本

1穰華通．．~.…’
i---QJ4haj

１
３

1
310

帰
一
叫
一
魍
計

B 10 -4

137

1釘
141

４
－
乃
一
浦
刃

４
－
７
－
７
－
刑

１
】
二
一
１

26

253

通
279

訓
一
劉
詞10
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径材用に開発されたものであるの

で,1本当たりの耐回りの小さい

人工林材では，工程が下がること

が予想される。そこで，造材時の

検尺者を省き，オペレーターカ職

械的に測尺することによって，安

全性の確保と省力化による功程ア

ップを図ることに主眼を置き，測

尺盤台を考案した。自動的に

20～4.0mの材を造材できるよ

うにした。

2．実行結果

①長級切れの数を3.0m,4.0

mを対象に最終土場での調査に

よれば，本数比で0．4％，材積比

で0．5％と好結果であった｡②延

付誤差:3.0mでは平均値4.5

CIII±1.4cnl,4.0mでは5.5cmjz

l.5clllと基準延付3.0cmに対して

若干長いが，グラップルを当てた

ときの反動や角度の悪いことが原

因と考えられる｡③作業工程：皆

伐の場合，生産性2.20㎡/人日で

類似林分の場合に比べて5％減と

なったが，オペレーターの習熟度，

操作手順，集材と造材の能力など

21

に問題があったことによる。間伐

の場合は，2段，3段集材を実行

したが，功程が13％アップした。

3．総括

①グラップルの旋回範囲の安

全確保，造材時の省力化，非皆伐

施業での効果的な作業配置，採材

判定の適正などが成果として挙げ

られる。

②問題点としては,オペレータ

ーの習熟度，操作手順のロス，皆

伐施業にみる集材能力と造材能力

の格差などが挙げられる。

第38回林業技術コンテストについての予告

本会は，わが国林業の第一線で実行または指

導に従事して活躍している林業技術者が，それ

ぞれの職域において，林業技術の推進のため努

力し，その結果得た研究の成果や貴重な体験等

について具体的にその事例や成果を発表するた

めに，『林業技術コンテスト』を開催しておりま

す｡そして審査の結果,林業技術向上のために効

果があり，成績が優秀と認められた方を毎年総

会の席上で表彰しております。

参加資格者は次の各号の一に該当する会員です。

（1）営林署担当区主任，事業所主任またはこ

れに準ずる現場関係職員

（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道

府県有林機関の現場主任またはこれに準ず
る現場関係職員

（3）森林組合その他団体，会社等の事業現場
で働く林業技術員

本年度は，平成4年4月20日までに各支部

より，ご推せん方お願いいたします。

〔コンテストは平成4年5月下旬の予定〕

､会員の広場〃投稿募集要領

■技術体験の紹介，実験･調査等の結果の発表。要点をできるだけ簡単に書いてください[400字詰原稿

用紙12枚以内（図・表・写真を含む)〕

■日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策･技術振興等）に関する意見･要望，本会運営に関す

ること，会誌についての意見等[400字詰原稿用紙8枚以内〕

■身近な問題・話題についての意見・感想等〔400字詰原稿用紙8枚以内〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せください

口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります。原稿の採否,掲載の時期はできるだけ早く本人にご連絡

いたします

口原稿には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・職業（または勤務先）および電話番号を明記してく

ださい

口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします

口送り先〔〒102]東京都千代田区六番町7日本林業技術協会編集部

林業技術No.5941991.9
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年輪中の西暦年注）点線の部分は推定値

図・1年輪中の水銀分布と対応する年のアセトアルデヒド
生産量（スギ）

274,0.18,0.20および0.51mmであった。ただし，立

地や風向等の条件によって値の低い個体もあった。

b.水銀を取り込みにくい樹種

1°はじめに

水俣病は工場が排水を通じて環境に排出した水銀が

原因で発生した代表的な公害病の1つである。当木材

工学教室では，河辺氏が行ってきた新潟県鹿瀬町にあ

る工場の周辺に自生するさまざまな指標生物（キノコ，

スギ，昆虫，コケ，魚類）中の水銀濃度の測定結果に

基づき，特に水銀が周辺の樹木中にどのように取り込

まれたのかについて研究を行ってきた。本研究では，

2つの汚染地域，熊本県水俣市および鹿瀬町から，

1990～91年にかけて，できるだけ多数の樹種の試料を

採取し，年輪ごとの水銀の濃度，水銀の取り込み量の

樹種間の違い，樹体内の水平分布のパターン，木材成

分間の水銀量の差異等を測定した。

2．実験方法

試料は，新潟県鹿瀬町（昭和電工鹿瀬工場当時）

および，熊本県水俣市（チッソ水俣工場）の周辺約1

km以内に自生する,胸高直径約15cm以上の樹木から採

取した。試料はサンプル木の胸高付近から，成長錐を

用いて1個体当たり2～4本の細い円柱形の試験片

(コア)として採取した。採取した試料は，両地域合わ

せて12樹種である。水銀の定戯には，スギヤマケン製

一金アマルガム式一水銀分析装置を用いた。

3結果および考察

(1)樹種による水銀濃度の違い

次の2つのグループに分けることができた。

a.水銀をよく取り込む樹種

エノキ，ニセアカシア，ネズミモチ，イチョウがこ

れに含まれる。ただし，この場合もすべての試料木が，

同じ汚染しやすさの立地条件で生育しているとは限ら

ないので，この分類は相対的なものである。しかし，

例えば最高274ppmの水銀を含んでいたプラタナスか

ら数メートルの距離で隣接していたニセアカシアは，

その約1/100しか水銀を含んでいなかったことから，

水銀の取り込みやすさには明瞭な樹種間の違いがある

ことは明らかである。

(2)樹体内の水銀の水平方向の分布

分布のパターンは次の3つに分類することができた。

a.環境中への水銀の負荷鼠と樹体の各年輪中の水

銀量に，相関性が認め られるもの

これは河辺によってスギ,M.Lodeniusによってカ

バについての報告がある。このグループに分類された

樹種は，スギ，プラタナス，キリ，ホオノキおよびコ

ナラである（図．l)。

b.水銀が外周方向に移動したと考えられるもの

このグループに分類された樹種にはサクラとヒノキ

があり，この場合，いったん樹体中に取り込まれた水

銀が，樹木の生理的解毒のための排泄作用等のなんら

スギ，プラタナス，ホオノキ，コナラ，キリの5樹

種がこれに属し，それぞれの最大水銀濃度は，5.55,

林業技術No.59419919
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ストレスなど）の結果，あるいは単なる物理的な吸着，

拡散によって樹体内に取り込まれたと考えられるが，

その際，木材の構成成分のうち，特定の成分に優先的

に取り込まれていたり，吸着しているかどうかを調べ

るために，2つの方法で水銀を含む試料を段階的に脱

リグニン処理を行い，得られた試料中の水銀量を定量

した。その結果，酸クロライト法およびCross-Bevan

法のいずれの方法によっても，試料中の残存リグニン

量が減少するにしたがって，水銀濃度が減少すること

がわかった（図・2)。

このことは樹体中において，水銀は炭水化物でなく，

リグニン中に取り込まれているか，強く吸着されてい

ることを示唆しているものと思われる。.もしこれが事

実であるならば，樹体中への水銀の侵入沈着や，樹体

内の移動・排出のメカニズムを究明するうえで重要な

根拠となる可能性がある。
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かの機構が働いた結果，樹皮方向に移動したと考えら

れる。その理由は，水銀が盛んに排出されていたと思

われる年代の年輪中（樹心部）から外側へ向かうにし

たがって水銀濃度が高くなっており，しかも最近では

この工場から直接水銀の放出は考えられないからであ

る。しかし，移動の原因や機榊については不明である。

c、分布の形が明瞭でないもの

1．目的

近年，森林・林業の分野においてランドサットデー

タを用いた植生分布の解析や環境モニタリングが幅広

く試みられている。この場合，どのような分類プログ

ラムを用いても，最終的には解析対象地の地表要素の

正確な反射スペクトル特性，すなわちランドサット画

像の観測波長帯（バンド）別の輝度値特性を把握して

いなければ，正確な分類を行うことは困難である。

本研究では，鳥取県北部の海岸砂丘地域と森林地帯

を解析対象地として，これらを構成する主要な地表要

素のバンド別輝度値特性を明らかにするとともに，得

られた輝度値特性に基づいて全地表要素をBDT

(BinaryDecisionTree)法的に分類することを目的と

した。

2．解析方法

ランドサット5号が1984年5月8日に撮影したM

SS(パス111,ロウ35)およびTM(パス111,ロウ

36）画像から解析対象地域を切り出し，この中からM

SSデータに関しては特徴的な地表要素の存在する場

所約350カ所,TMデータに関しては約400カ所を標

エノキ，ニセアカシア，ネズミモチおよびイチョウ

が含まれ，前項の分類において，水銀を取り込みにく

いグループの樹種と一致する。このグループの特徴は，

濃度が低いため年輪の中にとびとびに水銀が検出され

るなど，ほとんど規則性が認められないことである。

以上2つの分類によって示される樹体内における水銀

濃度や分布に，樹種間で顕著な違いが生じる理由は現

在のところ明らかでないが，樹種による水銀を取り込

む傾向に差があるらしいことと，樹木の組織学的な椛

造の違いが関与している可能性が考えられる。その中

でも特に，半径方向の通導にかかわる放射組織の形，

大きさ，集合状態，壁孔（ピット）の分布等は重要な

因子であると推測される。

(3)木材成分と蓄積水銀量

水銀は樹木のなんらかの生理活動（代謝，呼吸，水

林業技術No.5941991.9
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本点に選んだ。これらの標本点のバンド別輝度値特性

の変化から，まず3つの基本カテゴリー（水域，植生

のほとんどない裸地，植生のある所）に分けた。次に，

裸地カテゴリーを,MSSデータのバンド5と6を用

いて5つのクラスに分類した。また，植生カテゴリー

は,MSSおよびTMデータのバンド4と5を用いて，

最終的に9サブクラスにまで分類した。これらのクラ
いきち

スヘの分類基準(閾値)は，分類結果を現地調査で何度

も繰り返し確認，修正することによって決定した。

3．結果

①MSSデータによる分類

裸地カテゴリーは人工物，水田，砂系の畑地，土系

の裸地，砂系の裸地の5クラスに分類することができ，

現地調査によってほぼ正確に分類が行われていること

を確認した。

植生カテゴリーは草地，潅木地，針葉樹壮齢林，落

葉広葉樹もしくは針葉樹幼齢林の4クラスに分類する

ことができた。ここで潅木地とは草地と林地の中間を

いい，針葉樹壮齢林とは樹冠の閉鎖したもの，針葉樹

幼齢林とは樹冠が疎に分布し,樹齢15年未満のものを

いう。MSSではバンド数，地上分解能の性能上，樹

種の識別までには至らなかった。

②TMデータによる分類

まず，全地表要素中から植生カテゴリーのみを分離

し，草地，針葉樹壮齢林，落葉広葉樹もしくは針葉樹

幼齢林の3クラスに分類した。草地クラスはさらに草

地と潅木地および不明要素の3つのサブクラスに分類

することができた。不明要素とは草地，潅木地サブク

ラスに分類できなかった画素が原画像上で数点ずつ斑

点状に残されたものである。

針葉樹壮齢林クラスは鳥取大学農学部附属蒜山演習

林第2次施業計画説明書（1984～1988）の森林調査簿

から，まず樹種による区分図を作成し，分類結果と比

較したところ大きな隔たりがあった。そこで，森林調

査簿に記載された樹齢および立木材積による区分図を

作成し，立木材積を段階的に変化させて比較したとこ

ろ,針葉樹壮齢林は立木材積が50㎡/haを境にして2

つのサブクラスに分類でき，さらに潅木地を加えた3

つのサプクラスにまで分類することができた。潅木地

サブクラスが草地クラスと重複して現れたが，植生は

単一の樹種，生育状況で構成されているものではない

ため，樹木と草地の混合があったと思われる。

落葉広葉樹もしくは針葉樹幼齢林クラスも，針葉樹

壮齢林クラスと同様に材積による区分図と分類結果と

5

ノ
ー

バンド5

81～99

バンド5

1’2～132

V:植生カテゴリー,G:草地クラス,GB:草地および潅木地，
u：不明サブクラス,Gpl:草地サプクラス,B1,B2:潅木地
サブクラス,F:樹木,FCf針葉樹壮齢林クラス，Fcf針葉樹
壮齢林,Fcl8立木材穂50㎡/ha以上の針葉樹壮齢林サブクラ
ス,Fc2:立木材積50nf/ha以下の針葉樹壮齢林サブクラス，
FB;落葉広葉樹林もしくは針葉樹幼齢林クラス,FcO:針葉樹
幼齢林サブクラス,Fb:落葉広葉樹林,Fbl:立木材積50㎡／
ha以上の落葉広葉樹林サブクラス,Fb2:立木材積50nf/ha以
下の落葉広葉樹林サブクラス

図･1TMデータによる植生カテゴIノー分類結果と分類の
ための閾値および使用バンド

を比較したところ，立木材積50nf/ha以上の林分と

50㎡/ha以下の林分および針葉樹幼齢林の3つのサ

ブクラスに分類することができた。TMデータを用い

た植生カテゴリーの分類結果および分類のための閾値

を図．lに示した。各クラス，サブクラスを分類する閾

値はそのままBDT法と呼ばれる高速分類手法に応用

することができた。

人工衛星画像から得られる林地の情報は主に樹冠の

状態に関するものである。針葉樹壮齢林は樹種を識別

する以前に，樹冠の広がり，うっ閉度から林分密度や

単木の生育状況，すなわち立木材積が輝度値に影響を

及ぼすことがわかった。針葉樹幼齢林は樹冠が閉鎖し

ていないため，また，落葉広葉樹林は供試データの撮

影日が5月8日ということで開葉が十分でなく,地表
の影響を受けていたと考えられる。

今後は要素の混合による反射スペクトル特性の変化

を調べ，より精度の高い森林環境のモニタリングを試

みる予定である。

林業技術No.59419919
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1．目的

ニホンカモシカ（以下，カモシカと略す）による造

林木の食害が全国各地から報告されている。被害の根

本的解決を図るためには，カモシカの生態調査に基づ

いた被害防除技術の検討が必要である。本研究ではカ

モシカの行動圏と，その行動圏を年間を通してどのよ

うに利用しているのかを明らかにすることを目的とし

た。調査は栃木県上都賀郡足尾町の中禅寺湖南国有林

の久蔵沢，安蘇沢の流域で行った。この地域は過去に

足尾銅山の精錬所から排出された亜硫酸ガスによって

植生が壊滅した履歴を持つ土地であり，1960年代から

始まった本格的な治山緑化事業は現在も継続中である。

2方法

(1)ラジオテレメトリ法と行動圏の推定方法

足尾町の久蔵沢においてカモシカのオス2頭，メス

2頭を捕獲し，それぞれに周波数の異なる発信機を取

り付けた。これから発信される電波を位置測定用受信

アンテナで受信することにより，カモシカの位置を調

べた。調査は1989年8月と1989年11月～1990年12

月の間に行い，得られたカモシカのポイントは4頭合

わせて521点になった。これらを個体ごとにまとめ，

行動圏推定プログラム"HOMERANGEver.2.00"

を用いて行動圏の推定を行った。

(2)ハビタット選択の分析

カモシカが行動圏のハピタットをどのように利用し

ているのかを調べるため，ハビタット選択の分析を行

った｡調査地域を50m×50mのグリッドに分け,ラジ

オテレメトリ法で得られたポイン1,から，カモシカの

行動圏内の利用頻度分布図を作成した。また，植生，

標高，傾銚斜面方位についてもそれぞれグリッド図

を作成した。これらから各ハビタット・カテゴリーの

期待値を求め，ハビタットの利用頻度について妬2検定

を行った。有意差の認められたものについては，さら

にBonfelToniの検定を行い，カモシカのハピタット・

カテゴリーに対する選好・忌避を調べた。

3．結果と考察

25

(1)行動圏

行動圏は久蔵沢を境に向かい合う2つの山腹斜面に，

それぞれオス，メス1頭ずつ位置していた。同性個体

間では，行動圏の重複は認められなかった。異性個体

間では，わずかだが行動圏の重複が認められた。行動

圏の配置には，同性個体間のなわばり関係が影響して

いると考えられる。また，河川が地形的（物理的）障

壁となっていることも考えられる。4頭の行動圏の大

きさは,95％調和平均法によると，30.25±17.55(SD)

ha(n=4)で，オスの行動圏は36.17～5632ha,メ

スの行動圏は12.54～1597haであった。行動圏の大

きさを決める要因には，生息地の餌環境，周辺個体と

の関係などが考えられる。餌環境について見ると，本

調査地は過去に植生が壊滅した履歴を持つが，治山緑

化事業によって緑化木の植栽や種子の散布が行われて

おり，餌資源としての利用可能量は大きいと予想され

る。直接観察された採食植物には，リョウブ，イタド

リ，スゲ類,ニセアカシアなどがあった。また,オスと

メスの行動圏の大きさの差は，オスのなわばりが採食

なわばりとしての機能だけでなく，交尾なわばりとし

ての機能を同時に有していることに関係があると思わ

れる。

(2)ハビタット選択

本調査地の植生は，クロマツ植林地，カラマツ植林

地，リョウブ・ニセアカシア・ヤシャブシを主とする

落葉広葉樹林，ススキ草原，岩場に分けることができ

るが，全体的に途中相的で単純なものである。これら

5タイプの植生について検定を行った結果，オス1頭

が落葉広葉樹林を避け，ススキ草地を好む傾向を示し

たが，他の3頭は選択性を示さなかった。また，調査

地の標高は700～1,300mの間にあるが，全体的に

800～900mを好み,1,000m以上を避ける傾向が見ら

れた。しかし，これは標高に対する選択性よりも，む

しろ山腹斜面を好み，尾根を避けるというような，地

形に対する選択性が現れたものと思われる。傾斜につ

いては，メス1頭が20～30｡を好み,40.以上を避けて

いた。斜面方位は，全体的に東斜面を好む傾向が見ら

れた。

ハピタット選択について検定を行った結果，4頭す

べてに共通した選択性が認められるものはなかった。

これは生息地の差およびカモシカの動物社会学的要因，

とりわけ個体間関係が影響していると思われる。

林業技術No.5941991.9
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画日本林業技術協会理事長賞 2材料および方法

本研究では，東北林木育種基本区で選抜されたスギ

精英樹631個体のうち567個体と秋田・山形県選出の

スギ耐雪性個体70個体のうち48個体を分析した。供

試したスギ針葉は生長休止期に採取し，実験に供する

まで-40℃の冷凍庫に保存した。アイソザイムの実験

は津村ら（1990）の方法に従った。現在までにスギの

アイソザイム遺伝子は多数同定されている（津村，

1987；奥泉，1987)。それらの報告を参考に，本研究で

はシキミ酸脱水素酵素，ジアホラーゼ等9酵素種を支

配する12遺伝子座を分析し,個体のアイソザイムの遺

伝子型を決定した。集団遺伝学的解析の際，精英樹で

は便宜上，選抜県による群分けと森林計画ブロックに

当たる大きな河川流域による群分けの2通りに群別し，

比較検討した。耐雪性個体では秋田・山形県選出の精

英樹群とアイソザイムの遺伝的差異について調査した。

群間の詳細な類縁関係を明らかにするためアイソザイ

ムの遺伝子型をデータとして，正準判別分析を行った。

3．結果および考察

解析の結果得られた遺伝的変異量を表す統計量（多

型遺伝子座の割合，1逓伝子座当たりの平均対立遺伝

子数，平均へテロザイゴシティーの観察値）から，東

北地方のスギ精英樹および秋田・山形県選出のスギ耐

雪性個体が保有するアイソザイムの遺伝変異は既報の

屋久島のスギ天然林，関東林木育種基本区のスギ精英

樹とほぼ同レベルであることが判明した。また精英樹

東北地方選出弱寒ｷ精英樹およびスギ
耐雪I蝿陸の轟証:灘ザ號拳鐵云変異

蕊蕊灘篝繍鍵灘倉本哲嗣
1．研究目的

スギ(C7"""z""j")0"""D.Don)はわが国の造

林面積の約45％を占めており,重要な造林樹種の1つ

である｡昭和32年からわが国の林業生産性を高めるた

めに精英樹選抜,また昭和45年から気象害抵抗性個体

の選抜等の育種事業が行われ，選抜された個体を増殖

し採種園や採穂園が造成されている。育種事業を行う

うえで育種母材である精英樹，気象害抵抗性個体等の

持つ遺伝的変異性や類縁関係を明らかにすることは重

要である。しかし現在まで遺伝分析の多くは，形態的，

生化学的な表現型を用いて行われていたにすぎず，遺

伝変異について遺伝子レベルで解明した研究は少ない。

そこで本研究では東北地方のスギ精英樹および耐雪性

個体の持つ遺伝変異，類縁関係を明らかにする1つの

方法として，アイソザイム遺伝子を標識遺伝子として

青森・岩手・宮城・秋田・山形・新潟の各県で選抜さ

れたスギ精英樹および耐雪性個体のアイソザイム遺伝

変異を調査した。

群の正準判別分析で得られた散布

図から，新潟県の精英樹群は他の

地域の精英樹と遺伝的組成が異な

る結果が得られた。秋田県では河

川流域によって精英樹群の遺伝的

組成が異なる結果が得られた。秋

田・山形県選出の耐雪性個体群と

精英樹群の正準判別分析で得られ

た散布図(図・1)から，耐雪性個体

群がCAN1の軸でプラス側へ張

り出した分布を示した。これは秋

田・山形県の精英樹群に対し，同

県の耐雪性個体群が特異的に

彫7"P2a,A"a,A"c等の対立遺

伝子を高い頻度で保有しているた

めである。また，耐雪性個体群と

精英樹群を特徴づける対立遺伝子

はそれぞれ異なっており，両者の

CAN2

4．0‐

3

三
2．0

｡

CANl

3

Z －4．0２
－

4)I÷
－
３ 1－ ーU

①⑫

①秋田県精英樹，②山形県精英樹，③秋田県耐雪性個体群，
④山形県耐雪性個体群●：重心

図．l判別分析による耐雪性個体群と精英樹群の類縁関係

林業技術No.5941991.9



27

遺伝的組成は異なる可能性が示された。したがって，

選抜母集団の相違はあるが，耐雪性の遺伝子（仮想）

が特定のアイソザイム遺伝子の近傍に存在している可

能性があると考えられる。

表･1葉面積と伸長成長

囮日本ﾎ榛技術協会理事長賞

夫気看染渥よる樹木"毒星の定ヨヒに関する

，隣芸発合成速度膳よる定ヨヒの樵正：＊

蕊議篝蕊鶴駕室i■篁庫雲美雄？

表･2土壌の成分 (％）

大気汚染による樹木の衰退の現状が，欧米を中心に

世界各国から報告されている。しかし，大気汚染が樹

木に被害をもたらすメカニズムは完全には解明されて

いない。

樹木の被害を定量的に表すことは，森林の減少防止

対策を立てるうえで指針となるほか，上記のメカニズ

ムが明らかになったときに樹木の被害の度合を知るた

めの目安となることが予想される。このため，本研究

では光合成速度の測定が樹木の被害を定量化する手段

として適切であるか否かを検証することとした。

2つの試験地として富士山南西麓(1,100m)と静岡

県榛原郡中川根町の山犬段(1,400m)を選定した。

両試験地のブナから5～10月にかけて月1～2回

採取した供試葉を使い，切り枝法により光合成速度の

測定を行った。また森林の衰退状態を把握するために，

葉面積,肥大成長,伸長成長,土壌および葉中の養分と

活性アルミニウム含量を検討した。

表･3葉の成分 (％）

AINPK月
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中川根成熟木陽葉

〃成熟木陰葉

15
同時に雨の酸性度のデータを短期

的，長期的に分けて収集して検討

した。

表･1にあるように，葉の面積，

当年枝の伸長成長が富士山南西麓

のブナの陽樹冠で著しく劣ってい

る。また表．2,3に表した両試験地

および供試木の成分組成の比較で

は，富士山成熟木において種子植

物の成長を阻害するとされている

活性化した有効態アルミニウムの

含量が，中川根試験地のそれと比

べて非常に多いことがわかった。

これに対して光合成速度の測定

結果を示した図．lでは，7，8月
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にピークとなる2次曲線を描く中川根成熟木とは対照

的に，富士成熟木は開葉後にピークを持つことなく減

少した。また2つの矢印は，左が富士成熟木に，右が

富士若木に可視障害の発生する時期を示している。

このように，樹木の衰退や土壌などの影響が光合成

速度の測定により，とらえられることは明らかとなっ

た。

しかし，樹木の衰退がどのような経過で進行するか

は解明されておらず，被害の各段階での光合成速度を

調べることは，現時点では難しい｡今後の研究が望ま

れるところである。

また，大気汚染の影響が工業地帯の周辺にとどまら

ないことは明らかで，早期の対策が切望される。

雨で，針葉樹のほうが広葉樹よりも高い値を示した。

成分別に見ると林外雨では,Cl>SO4>NO3>Ca>

K>Mgであるが,樹幹流の陰イオンは針葉樹,広葉樹

とも,SO4>C1>NO3となり，陽イオンは針葉樹では

Ca>M9･K,広葉樹ではK>Mg･Caとなり，林外雨

の成分組成とは異なってきている。また,pH,イオン

濃度の樹種間差，樹幹流，林内雨，林外雨間差などに

ついては小雨のときに大きく，大雨のときには小さく

なった。

これらを総合すると，林外雨が樹幹流として森林に

入る場合,pHは針葉樹（スギ・ヒノキ）では低くな

り,広葉樹は高くなるといえる｡また各成分とpHの関

係は林外雨，針葉樹，広葉樹，林内雨でそれぞれ違う

ことから，樹幹流のpH値は林外雨のpH値に直接影

響されているのではなく，枝葉に付着した成分と枝条

や樹幹から淘悦する樹種固有の成分比率によって変わ

るものと思われる。

成分別に見ると林外雨でCl濃度が特に高かったが，

これは期間中に通過した台風による降雨で比較的高い

値を示しており，本実験での採水場所は比較的海岸に

近い(4kln)ことから，海水由来のものと思われる。

また，宮崎市の雨水は桜島周辺の雨水中成分濃度とパ

ターンが似ているという報告もあるので，一部につい

ては桜島の火山噴出物からの影響も考えられる。なお，

広葉樹で林外雨にほとんど含まれない陽イオン（特に

K濃度）が高かったが，これは樹冠および樹幹から溶

脱したためと思われ，そのために広葉樹のpHの値が

高くなると考えられる。

このように，実際に林地に入る樹幹流や林内雨は無

降水時に付着した乾性降下物をも含んでおり，これは

人間にとっては大気浄化機能としてプラスに働いてい

る機能が，森林にとってはマイナスに作用していると

いえる。つまり，従来の裸地での酸性雨データからは

森林被害へ結び付けにくかったが，現実に入っている

水は，より酸性度が強く，高濃度の大気汚染物質を含

んでいることが明らかとなった。

囮日本林業技術協会理事長賞

穂輝餐赫赫悶雨蕊1鋤ド雨釣酸幽霊､)－

馨駁裳藩等I藷職域；麓麓職:蕊諏"《

講繍鋳熱蕊熟薑舞。
近年，酸性雨の影響は環境問題として多岐にわたっ

て報告されているが,わが国では,今のところ酸性雨の

生態系に与える被害は顕在化していないとされている。

本研究では大気汚染がほとんど問題とされていない

宮崎地方での，実際に林地に入ってくる林内雨，樹幹

流の酸性度，溶存成分を林外雨とともに採取分析した。

樹幹流測定木は樹高9～19m,胸高直径13～33cm

のスギ（大中2本）・ヒノキ（中）・スダジイ・タブノ

キの5本で，林内雨についてはスギ（中）の林内にお

いて3方向4点ずつ計12点で1990年8～12月の降

雨ごとに採水し，それぞれの測定･分析項目はpH,電

気伝導度，陽イオン(Ca,M9,K),陰イオン(Cl,

NO3,SOI)で，陽イオンについては原子吸光分析計，

陰イオンについてはイオンクロマトグラフィにより分

析を行った。

pHはスギ（大)樹幹流くスギ（中)樹幹流，ヒノキ

(中)樹幹流く林外雨くスギ林内雨くスダジイ樹幹流く

タブ樹幹流であり，スギ，ヒノキで低く，また大木ほ

ど低い値を示した。無降水継続後の初期樹幹流では特

に低くなっており，スギ(大)ではpH3以下も測定さ

れた。電気伝導度はスギ，ヒノキ樹幹流＞スダジイ・

タブ樹幹流，スギ林内雨＞林外雨であった。

陽イオン・陰イオン濃度は，樹幹流＞林内雨＞林外

囮日本林業技術協会理事長賞
雛･鐙1騨謝 篭時

昏

ササラダニ類の生態分布に関裁る、

_研究壹÷沖縄本島を中心として

職壗鵜溌鵬灘：確尚雄現・(株）ソ‘誠”“，
卍・…忍ぶ
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表｡l各種環境下土壌中のササラダニ類(Ic,If,II群のみ掲載）
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した。代償植生については，沖縄においてよく植栽さ

れているリュウキュウマツ林とモクマオウ林，さらに

林地が伐採された後に生じたススキ原およびチガヤ原，

また人の手の加わった最たるものとしてサI､ウキビ畑

の，以上6つを選定した。

調査の結果,沖縄本島内33地点から68科81種が得

られ，特定の環境区分や植生のみに出現した種群と，

あらゆる環境にまたがって出現した種群とを識別する

ことができた。沖縄本島のササラダニ相を特徴づける

ものとしては，ビロウ林・常緑広葉樹林（自然植生）

に多く出現し，他の植生（代償植生）には出現しなか

った種群(Ic群),自然林・人工林には生息しうるが，

草原・畑など森彬診態を成さない植生下には生息でき

ないと考えられる鰯洋(If群),ほとんどすべての環境

区分にまたがって出現した種群(II群）の3種群が考

えられる。

合計種数について見ると，最も多くの種を含む地点

は常緑広葉樹林(自然林)で,平均種数は自然林で37.7

種，人工林で265種，草原･畑で8．3種と，人の手が

加わるとともにササラダニ種数も減少する傾向を示し

た。

ササラダニ類は，主に土壌表層において自由生活を

営む小型（0.2～1.5mm)のダニの一群である。栄養源

は落葉などの植物遺体や腐植質が主体で，森林のよう

に有機質を多量に含む土壌であれば3～5万匹/nfは

普通に生息している。ササラダニ類は土壌有機物の機

械的分解，腐植質の形成，土壌の成熟などに重要な役

割を果たし，土壌の諸性質に大きな影響を与えている

と同時に,(1)移動分散力が大きいこと，(2)競争に左右

されないこと，(3)種の生息を左右する最も重要な要因

が環境に対する適応であること，などの理由から，環

境を指標する生物として優れた性質を持っていること

が指摘されている。そこで今回は，沖縄本島を中心と

した亜熱帯性植生の環境診断を，ササラダニ類を使っ

て行う際に必要なササラダニ類の生態分布の状況を知

るために，環境の違い，植生の変化に応じて種組成が

どのように変化するかということについて調査を行っ

た。

調査地は，大きく自然植生と代償植生の2つに分け，

自然植生についてはさまざまな樹種から成る常緑広葉

樹林と，これと比較する意味で，単一に近い植生の林

としてビロウ林（ビロウが80％以上を占める）を選定

林業技術No.5941991.9



30

ー ー

題ヘ＠回昏趣例一親林活動をｻポー ﾄする

17．手作りの森林教室から

はじめに

最近，自然の中の緑，特に森林についての関心

と期待が高まる中で，蔵王森林センターは，ヒュ

ーマン・グリーン・プランをはじめとする森林の

空間を利用した事業の展開を図るための企画，指

導および各種調査などのほかに，森林・林業およ

び国有林に関する知識の普及・啓蒙を主な目的と

して設置され，今年度で4年目を迎えている。

このうち，森林・林業および国有林に関する知

識の普及・啓蒙に関する取り組みは，ここまで子

どもたちを対象とした｢緑のスクール」「親子森林

教室｣，一般市民を対象とした｢森林浴の集い｣等

の開催を柱として実施し，平成2年度の森林教室

等の開催実績は，回数で20回,延べ参加者数は約

2,275人となっており，こうした機会提供への要

請は年々強まってきている。

ここでは，森林インストラクターとして十分な

経験もない私どもが，すべてを手探りのままスタ

ートしたこれまでの悪戦苦闘の取り組みを,｢緑の

スクール」を,通して紹介することとしたい。

1．森林・林業のPRは子どもたちから

蔵王連峰を背景に，大自然の中,標高1000mの

蔵王坊平高原に，ドングリ林に囲まれたペンショ

ン村があり，周辺はレクリエーションの森として，

野営場，芝生園地，野鳥の森，運動広場（グリー

ンランド),クロスカントリーコース,スキー場(坊

平スキー場)，登山道などが設置・整備されてお

り，冬はスキー，夏は緑の中にさまざまなふれあ

いを求める人々でにぎわいを見せている。

「緑のスクール｣は，ペンションの経営者が夏の

誘客策の1つとして実施しているもので，首都圏

林業技術N0.59419919

碧沢 満

や仙台，新潟など，周辺地方大都市の子どもたち

を対象とした3泊4日程度の子どもだけの宿泊パ

ックであるが，蔵王森林センターでは，この主催

者からの要請を受けて，森林ガイド事業の1つと

して，スクールの導入部の森林教室を当センター

が受け持ち，子どもたちに森林の中での遊びを通

して森林にまず触れさせ，森林に対する親近感を

醸成させることを重点に，併せて森林，自然の中

でのルール，危険の存在などを習得させている。

最初は，すべてが手探りで，アニメ，ファミコ

ン時代の子どもたちが，はたして森林の何に興味

を示すのかをおそれながら，林間広場でパネルに

よる蔵王山の紹介，蔵王山の噴火の話，お釜の大
るり

きさ，深さ，なぜ瑠璃色なのか，樹氷の付くアオ

モリトドマツや高山植物の写真パネルによる解説

などを試みたが，これにはあまり興味を示さない。

子どもたちが急に能動的になるのは，観察歩道

を歩き始めてからである。子どもたちは，まず，

実のなる木に興味を示す。「山ブドウ，アケピはい

つ食べられるの」と聞いてくる。「10月初めだよ」

と答えると,rまた来よう」と目を輝かす。

ドングリ林では，親木の下で芽吹く稚樹を観察

させる。厚い落ち葉の上に落ちたドングリが，長

い根を出して生きているようすを，落ち葉をかき

分けて見せる｡｢この長い根を出すためにドングリ

の実は大きくて栄養がいっぱい詰まっているんだ

よ」と話すと，子どもたちも興味深く自分で落ち

葉をかき分け観察を始める。

野鳥の観察小屋では，鳥の見分け方や鳴き声に

ついて教えているが，子どもたちの学習意欲がわ

きだすのは，小鳥の巣箱を自分たちで掛ける体験



写真･1自分たちで作った巣箱に名前を書き込んで掛けると
ころ

の中からである。どんな鳥が入るか心配になり，

この森にはどんな鳥がいるかを聞き，どんな色か，

大きさは，子どもは何羽か，この巣箱が狭くない

かと心配をする。

木に登っているうちに，小さなセミの抜け殼を

見つけては歓声を上げる。セミの名を真剣なまな

ざしで尋ね，宝物のごとく手のひらで包んで離さ

ない。

ブナの大木の傷を見せて，これは何だろうと子

どもたちに聞く。「これは熊の爪痕｡春になると冬

眠から醒めて，体を慣らすために，木登りをする

んだよ」と話すと，「オジサンはクマさんに会った

ことがあるの」と聞かれ，「4回あるよ」と答える

と，その子も「クマさんに会いたい」と言う。「ど

うして」と聞くと，「クマさんの顔が見たい」と言

う。そこで子どもを連れた熊と出会って怖い思い

をしたときのことを，子連れ熊がなぜ怖いか，親

の愛情についても触れながら話をしてあげると真

剣に聞き，「もうクマさんは見なくていい」と言

う。

キャンプ場で，ヘビ（青大将）を見つけ，何の

恐れもなくシッポをつかまえて離さない子どもが

いる。ふだん自然界の動物と接していないせいか，

それとも車と人以外は危険でないふだんの生活の

ためか，未知のものに怖さを知らない子どもがい

る。ヘビにはマムシのように，かまれたら死ぬも

のもいることを教える。

こうした森林の豊かさの中では，さまざまなハ

31

写真･2測高器で測定しているところ

プニングが生まれ，森林は生きた教室として，私

たちの素朴な山での経験でも，子どもたちとのす

ばらしい交流を作り出してくれる。

2．体験一森林とのふれあい

2回目は，直接，広葉猿淋の中から始めた。子

どもたちは何かを期待していることが目でわかる。

何を体験させてくれるだろうと目を輝かせている

ように思える。これも最初の経験が私の自信とな

っているためだろう。

シナノキの大木の前で森林の話をする。子ども

たちは大木にとても興味を持っているようだ。効

果てきめん。森林の一生，その働きなど，少々退

屈な話も，わりと真剣に聞いてくれるようだ。

ここでは，ワイゼの樹高測定器で子どもたちに

シナノキの大木を測定させる。3人を一組として，

最初に測定のしかたを教え，各自に繰り返し測定

させる。何回かのうちに誤差が小さくなり，器具

の扱いも上手になる。好成績の組には賞品を出す

ことにすると，いっそう真剣に取り組んでくれる。

高学年の子どもには，なぜ高さを測れるのか，原

理を簡単に説明すると，真剣に考えてうなずいて

くれる。

この後，木の太さを測ることを教え，木の大き

さについて話す。

次は,長さ2m近い大きな窓ノコで,丸太切りに

挑戦させる。これが子どもたちにはいちばん好評

で，一心不乱にひく。汗をかきながら最後までや

めようとしない。どうやら子どもたちの目的は，

林業技術No.5941991.9
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蕊
写真･3大きな窓ノコで丸太切りに挑戦しているところ

得られる木円盤のようだ｡｢デパートでも売ってい

ない」と，カブトムシより人気が高い。帰りには

家に大切に持ち帰ったとのことであった。おかげ

で，昔はこの窓ノコで大木を切り出した話には，

ほとんど興味を示してくれない。

3．木の歴史一極限のスギ

各自切り取ったスギの木円盤で，年輪ができる

仕組みを教える。自分で作った教材のためか，手

ごたえが違う。自分の生まれた年の年輪を探させ

る。「うあ－，小さい／」と，子どもたちは木の成

長の遅さ，年月を実感したようだ。

この高原の一角に，「お清水のスギ｣と呼ばれる

文化7年(1804)植栽のスギ林がある。スギの人

工林としてはこの地方の標高限界に近いが，立派

に成長し，みごとな，そして，長い風雪に耐えて

育った風格のある林相を見せている。ここも森林

教室には格好の場所として使っている。

年輪について学んだ子どもたちに，ここの大き

写真･4樹木の説明をしているところ

なスギは深い感銘を与えているようだ。子どもた

ちの想像を超える200年近い昔，このスギを植え

た修験者の話，中に1本だけある「天狗がねじっ

た」と伝えられる「ねじれスギ」の話などを真剣

に聞いてくれる。スギ林にある清例な清水の味わ

いとともに，森林の印象として強く心に残ったと

思われる。

おわりに

以上，森林教室の情景を通して，私どもの取り

組みのありのままを紹介させていただいた。にわ

か勉強と長い山の経験だけが頼りの教室だが，子

どもたちが目を輝かせて確かな反応を示してくれ

るのが，なによりの喜びである。森林の豊かさと

子どもたちの好奇心に感謝したい。

この小文が森林・林業の第一線で同様の取り組

みを担当する会員諸兄の参考になれば幸甚である。

(とよさわみつる．秋田営林局蔵王森林センター
／普及係長）

オフィス必備.〃

平成3年度全国撮影一覧図
発売中／

空中写真を利用する際の第1段階として，対象区域が林野庁撮影分なのか，国土地理院

撮影分なのか，最新撮影年度はいつなのか，といった基礎的事項を知るためにオフイスに

最低1部は必備の資料です。

定価本体2,200円税66円（送料込）
◎お求めは，日林協事業部まで（事業部直通壷03-3261-6969,FAXO3-3261-3044)
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口針葉樹ペスタロチア病の発病に

及ぼす獅凹条件

口粗皮落としと枝打ちによるスギ

カミキリ加害回避効果

ロ島根県産スギ造林の強度性能

一スギ正角材の曲げ強度
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石川県林業試験場研究報告
No.22

平成3年3月

石川県林業試験場

ロコナラ属成木の組織培養による

増殖(m－混生の見られない林

のコナラ，ミズナラの増殖

ロコナラニ次林の有効利用に関す

る研究(1)－直径階別本数分布

から見た施業方法の考え方

ロヒノキ・アテ漏脂病の被害実態

に関する研究(m一小松市にお

ける被害状況と林分諸特性との関

係

口実験室におけるマツノマダラカ

ミキリ幼虫の休眠打破の試み

ロアテの曲げ強度性能

対する伐採の影響

林業試験研究報告第10号
平成3年3月

東京都林業試験場

ロ樹幹注入法による松くい虫防除

試験

ロヤマドリの自然交配試験

愛媛大学農学部演習林報告

第28号

平成2年12月

愛媛大学農学部附属演習林

ロモミ・ツガ林を職成する樹木の

木部透水性と樹液流速度（英文）

口筋活動電位と心拍数からみたチ

ェーンソー玉切作業条件について

口苗木の葉の寿命および形態変化

と生育地の光環境

ロモミ．ツガ天然生二次林におけ

る堆積有機物の分布と組成変化

林業試験場成果報告第7号

平成2年3月

宮城県林業試験場

口特用原木林の育成に関する研究

一ミズキ（ケヤキ）の加工利用

原木林育成技術試験

口穣雪地帯における広葉樹造成・

改良技術に関する研究

口松の年越し枯れ等新症状を踏ま

えた被害拡大防止技術の開発筑波大学農林技術センター演

習林報告第7号
平成3年3月

筑波大学農林技術センター

ロ村落共同一タイ農民を森林

経営に組み込む一手段

口木質環境空間と木質材料の湿度

特性

ロ川上試験流域における浸潤能と

浸潤後の水の流動経路について

口カラマツ幼齢林の現存麓・生産

力

ロ群馬県浅間牧場における土壊凍

結深について

富山県林業技術センター研究

報告No.4

平成3年3月

富山県林業技術センター

口林木の冠雪害に関する樹木力学

的研究

研究報告第33号

平成3年3月

新潟県林業試験場

ロスギノアカネトラカミキリ誘引

器の誘引効果(1)－誘引器の色

及び形状別のスクリーニング結果

口風衝荒廃地に植栽した苗木の育

成状況

森林立地Vol.33N0.1

平成3年6月

口土壌薄片作成のための脱水法の

検討

口奥秩父山地及び周辺地域の気候

特性と区分

一酸性雨特集(2)－

口福岡県の山間部における降水お

よび渓流水のpHと数種の成分に

ついて

ロ札幌近郊におけるトドマツ，エ

ゾマツ人工林の樹幹流・林内雨お

よび林外雨について

口衰退したスギの葉中の窒素と硫

黄の濃度

奈良県林業試験場研究報告

第20号

平成2年12月

奈良県林業試験場

ロホンシメジの生態的特性

ロスギ同齢林における直径分布の

経年変化一ワイブル分布の形

状パラメータの経年変化

ロスギヒラタケの生理的性質

ロナラタケの系統について

ロスギ，ヒノキ柱材の除湿乾燥特

性と寸法変化

口大断面集成材用縦つぎ木材の製

鳥取県林業試験場研究報告

第33号

平成2年12月

鳥取県林業試験場

口和華松および関連種の耐塩性に

ついて

口林地貯水能の定蛍化に係わる因

子の測定，分析に関する試験

口落葉広葉樹林の繁殖鳥類群集に
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一
コ
煙
己
・
の
○
宮
屋
』
．
肩
四
妄
』
鯉
×
宮
ご
・
ぐ
巴
．
、
の
釦
ｇ
〕
“
医
冒
の
己
の
騎

昏
雷
冒
三
，
巴
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
し
て
み
る
と
、

中
古
以
来
わ
が
国
で
ク
ル
ミ
と
称
さ
れ
た
も
の
は
、

た
と
え
胡
桃
も
し
く
は
呉
桃
の
文
字
が
当
て
ら
れ
て

い
て
も
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
に
当
た
り
、
と
き
と
し
て
、
日

本
特
産
の
ヒ
メ
グ
ル
ミ
（
く
閏
‐
８
ａ
号
目
昌
瀞
園
国
目

胃
巴
も
そ
の
仲
間
入
り
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
来
の
胡
桃
に
当
た
る
テ
ウ
チ
グ
ル
ミ
は
、
『
本
朝

食
鑑
』
（
一
六
九
七
年
）
に
唐
胡
桃
と
あ
り
、
ま
た
魂
大

和
本
草
』
に
、
「
又
朝
鮮
ヨ
リ
来
ル
ア
リ
、
殻
薄
ク
シ

テ
ワ
レ
ャ
ス
シ
、
肉
爲
佳
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
種
の
も
の
は
、
近
年
に
な

っ
て
わ
が
国
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ク
ル
ミ
の
果
実
が
食
用
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
の
材
は
家
具
用
と
し
て
優
れ
て
お
り
、

果
実
や
樹
皮
の
煎
汁
は
染
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

ま
た
そ
の
油
は
、
医
薬
と
し
て
、
皮
脚
病
な
ど
の
外

用
に
供
さ
れ
る
ほ
か
、
冬
ま
っ
た
く
凍
ら
な
い
た
め
、

古
い
時
代
に
は
、
寒
い
時
期
の
屋
外
灯
火
用
と
し
て

ず
い
ぶ
ん
重
宝
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

オニグルミエ藤裕舜r日本樹木分類学』

形
態
・
分
布
な
ど
落
葉
高
木
の
オ
ニ
グ
ル
ミ
は
山

野
の
川
沿
い
に
よ
く
生
え
て
い
る
。
北
海
道
か
ら
九

州
の
各
地
に
あ
り
、
サ
ハ
リ
ン
に
も
分
布
す
る
。
小

枝
が
太
く
、
冬
芽
は
鱗
片
を
持
た
な
い
裸
芽
で
、
五

月
に
な
る
と
小
さ
く
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
葉
が
開
い

て
く
る
。
花
は
新
葉
と
と
も
に
咲
き
、
前
年
枝
の
部

分
に
雄
花
を
つ
け
、
長
さ
三
十
セ
ン
チ
に
も
戦
る
太

い
ひ
も
状
の
穂
に
な
っ
て
垂
れ
下
が
る
。
雌
花
の
穂

は
新
枝
の
先
に
つ
き
、
短
く
て
上
を
向
く
。
赤
い
花

柱
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
が
、
新
葉
に
囲
ま
れ
て
い
る

か
ら
、
雄
花
の
穂
の
よ
う
に
は
目
立
た
な
い
。

雌
花
は
秋
に
、
ほ
ぼ
球
形
で
先
が
少
し
と
が
る
径

約
三
セ
ン
チ
、
核
果
状
の
果
実
（
偽
果
）
に
な
り
、

枝
先
に
十
数
個
が
か
た
ま
っ
て
下
垂
す
る
。
秋
に
落

下
し
て
果
皮
が
黒
く
な
る
と
、
中
の
広
卵
状
球
形
で

先
が
と
が
り
、
外
面
に
し
わ
の
あ
る
硬
い
核
が
取
り

出
せ
る
。
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
核
は
厚
く
て
割
れ
に
く
い
。

中
の
子
葉
の
肥
厚
し
た
果
肉
は
、
脂
肪
や
た
ん
ぱ
く

質
に
富
ん
で
い
て
食
用
に
す
る
が
、
核
の
ひ
だ
に
果

肉
が
食
い
込
ん
で
い
る
か
ら
取
り
出
し
に
く
い
。

ヒ
メ
グ
ル
ミ
の
核
は
ハ
ー
ト
形
で
表
面
が
滑
ら
か

で
あ
り
、
果
肉
も
取
り
出
し
や
す
い
。
オ
ニ
グ
ル
ミ

の
名
は
ヒ
メ
グ
ル
ミ
に
比
べ
て
、
核
面
に
醜
い
凹
凸

が
あ
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
テ

ウ
チ
グ
ル
ミ
の
核
は
や
や
大
き
く
、
丸
味
が
あ
っ
て

と
が
り
が
少
な
い
。
核
皮
が
薄
い
か
ら
、
ク
ル
ミ
割

り
を
使
う
と
た
や
す
く
割
れ
る
。
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か
つ
て
私
は
、
灯
油
の
原
料
植
物
に
つ
い
て
調
べ

た
こ
と
が
あ
る
。

灯
油
に
関
し
て
具
体
的
な
記
録
の
あ
る
文
献
と
し

て
は
、
お
そ
ら
く
『
太
宝
令
鈴
（
七
○
一
年
）
が
最
古

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
令
の
賦
役
令
第
十
に
は
、

全
国
の
正
丁
、
つ
ま
り
二
十
一
歳
以
上
六
十
歳
以
下

つ
さ

の
強
健
な
男
子
一
人
の
調
（
年
貢
）
に
副
次
的
に
課

し
た
貢
献
物
と
し
て
、
胡
麻
油
、
麻
子
油
、
荏
油
、

ほ
そ
き

榎
椒
（
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
）
油
の
四
種
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

次
い
で
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
制
定
さ
れ
た

『
延
喜
式
』
巻
二
十
四
（
主
計
上
）
に
は
、
中
男
、
す

↑
つ
よ
う
よ
う

な
わ
ち
十
七
歳
以
上
二
十
歳
以
下
の
男
子
の
調
庸

（
年
貢
と
労
役
）
に
代
え
て
朝
廷
に
献
す
べ
き
も
の
と

し
て
、
右
の
四
種
の
油
の
ほ
か
、
海
石
榴
（
シ
バ

へ
い
ぴ

キ
）
、
閉
実
（
イ
ヌ
ガ
ャ
）
油
お
よ
び
「
呉
桃
（
ク
ル

ミ
）
」
油
の
三
種
が
載
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
多
く
は

灯
油
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

『
和
名
抄
』
に
、
「
胡
桃
和
名
久
留
美
』
と
あ
る

よ
う
に
、
ク
ル
ミ
の
本
来
の
漢
名
は
胡
桃
と
称
し
た

木
の
名
の
由
来

42

ク
ル
ミ
６
（
胡
移
・

呉
桃
）

も
の
で
、
ク
ル
ミ
を
中
国
で
胡
桃
と
い
う
わ
け
は
、

『
博
物
誌
』
（
晋
の
張
華
撰
）
に
、
「
張
癬
西
域
二
使

シ
、
帰
ツ
テ
胡
桃
種
ヲ
得
、
故
二
胡
蒐
ヲ
以
テ
名
ト

ス
」
と
あ
り
、
古
い
時
代
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国

に
持
ち
来
た
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
名
が
生
ま
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

諸
学
者
の
説
を
総
合
す
る
と
、
本
来
中
央
ア
ジ
ア

に
自
生
し
て
い
た
ペ
ル
シ
ャ
グ
ル
ミ
（
冒
但
ｇ
勗

局
喧
畠
！
）
が
、
新
彊
ｌ
甘
萠
ｌ
映
西
と
い
っ

た
経
路
で
中
国
に
入
り
、
栽
培
さ
れ
て
い
る
う
ち
に

変
化
を
遂
げ
、
テ
ウ
チ
グ
ル
ミ
雪
．
『
侭
薗
愚
吋
．
昌

呂
冨
夛
毎
ｓ
冒
昌
巴
、
一
名
カ
シ
グ
ル
ミ
、
チ
ョ
ウ

セ
ン
グ
ル
ミ
と
な
り
、
そ
れ
が
中
国
で
い
う
胡
桃
（
核

桃
）
に
当
た
る
と
い
う
。

わ
が
国
で
ク
ル
ミ
の
名
の
現
れ
る
も
っ
と
も
古
い

記
録
は
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
十
二
月
の
『
東

大
寺
正
倉
院
文
書
』
に
、
「
十
八
文
賞
胡
桃
二
升
直
」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
次
に
現
れ
る
の
が
、
大
同
二

年
（
八
○
七
）
斎
部
広
成
の
撰
に
な
る
『
古
語
拾
遺
』

ふ
と
し
の
か
み

い
鞭
ご

に
、
御
歳
神
の
子
が
怒
っ
て
、
蝮
を
田
に
放
っ
た
と

深
津
正

小
林
義
雄

き
、
怒
り
を
な
だ
め
る
た
め
の
方
法
を
占
っ
た
と
こ

す
ず
だ
ま
き
ん
し
ょ
う
く
畠

ろ
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
慧
子
、
蜀
椒
、
「
呉

詐桃
」
の
葉
を
添
え
て
、
田
の
畔
に
置
く
が
よ
い
と
の

答
え
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
わ
が
国
で
は
、
前
に
述
べ
た
『
和
名
抄
』

に
胡
桃
の
漢
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
延
喜

式
』
を
は
じ
め
、
『
古
語
拾
遺
』
な
ど
に
「
呉
桃
」
の

字
を
も
こ
れ
に
当
て
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ル
ミ
の
語

源
は
、
「
呉
の
実
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ

て
い
る
。
「
呉
」
は
中
国
の
江
南
の
地
に
あ
っ
た
国
名

で
、
広
く
中
国
を
意
味
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、

最
近
で
は
、
「
呉
」
は
も
と
百
済
、
新
羅
と
と
も
に
、

朝
鮮
三
国
の
一
つ
だ
っ
た
高
句
麗
を
意
味
す
る
と
の

説
が
有
力
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
高
句
麗
は
朝
鮮
語
で
コ
ク
レ
と
い
い
、

高
は
美
称
で
あ
り
、
本
来
の
名
称
は
ク
レ
（
句
麗
）

く
れ
肱
と
り
く
抵
謬
く
く
れ
塞
い

で
あ
り
、
呉
織
、
呉
楽
、
呉
舞
な
ど
の
呉
は
、
中
国

と
解
す
る
の
は
誤
り
で
、
古
代
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
を

意
味
す
る
と
い
う
（
金
遠
寿
『
日
本
古
代
史
と
朝
鮮

文
化
』
）
。
私
も
こ
の
説
に
は
同
感
で
、
ク
ル
ミ
も
、

朝
鮮
渡
来
の
果
実
を
意
味
す
る
「
呉
の
実
」
に
基
づ

く
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。こ
も
り
み

ク
ル
ミ
の
語
源
に
は
、
古
来
黒
実
・
屈
実
・
龍
子
．

く
る
く
る
と
円
き
実
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
こ
じ
つ
け
の
感
じ
を
免
れ
な
い
。

わ
が
国
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
ク
ル
ミ
の
実
が

出
土
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
オ
ニ
グ
ル
ミ
室
．
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今月のポイント

・夏バテに漢方方剤，清暑益気湯

・ウナギとカルシトニン

・梅干しと中国の旅

らんひ

陳皮

｜…，にんじ人。

人参、〆-、空／甘草

赤
じ
そ
と
梅
干
し
（
筆
者
撮
影
）

ぴゃくじ吟つ

白九一→ 清
暑
益
気
湯

ごみし’

一五味子I

に
は
古
く
渡
来
し
、
各
地
で
栽
培
さ
れ
る
バ
ラ
科
の
植
物
。

シ
ソ
の
葉
と
塩
溌
け
に
し
た
「
梅
干
し
」
、
こ
れ
は
昔
も
今

も
変
わ
ら
な
い
日
本
人
の
味
で
あ
ろ
う
か
？
梅
干
し
は

体
を
ア
ル
カ
リ
性
に
す
る
。
梅
を
食
べ
る
と
清
涼
感
が
わ

い
て
食
欲
が
出
る
が
、
こ
れ
は
果
肉
に
含
ま
れ
て
い
る
ク

エ
ン
酸
や
リ
ン
ゴ
酸
な
ど
の
有
機
酸
に
よ
る
も
の
で
、
疲

労
回
復
に
は
最
高
で
あ
る
。
殺
菌
力
も
強
く
、
下
痢
や
食

中
毒
に
も
効
力
を
発
揮
す
る
。

一
方
、
青
梅
の
利
用
方
法
と
し
て
、
「
梅
肉
エ
キ
ス
」
が

あ
る
。
青
梅
を
お
ろ
し
器
で
す
り
つ
ぶ
し
布
で
搾
り
、
青

い
液
汁
を
取
る
。
こ
れ
を
瀬
戸
物
の
鍋
を
使
っ
て
、
弱
火

で
よ
く
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
黒
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
る
。
食

中
毒
、
急
性
胃
腸
カ
タ
ル
、
疫
病
、
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、

原
因
不
明
の
熱
等
に
使
わ
れ
る
。
昔
は
地
方
に
よ
っ
て
は

常
備
薬
と
し
て
、
ど
こ
で
も
作
っ
た
も
の
だ
。
外
国
旅
行

ばくしんとう

麦 門冬一
おうIズ《

－ 黄柏

、_ノ
､、窪鴎／〆

＝一÷‐●

梅
干
し
（
筆
者
撮
影
）

『
４
忍
一
』
１
』
ｂ
』

『

‐

’

に
は
梅
干
し
と
梅
肉
エ
キ
ス
を
必
ず
持
参
す
る
と
い
う
人

が
い
る
（
筆
者
も
そ
の
一
人
で
、
特
に
中
国
や
台
湾
で
は

「
お
粥
」
が
食
べ
ら
れ
る
の
で
梅
干
し
は
最
適
）
。

し
か
し
、
子
供
の
こ
ろ
、
青
梅
を
食
べ
た
ら
死
ぬ
ぞ
と

脅
か
さ
れ
、
そ
れ
を
信
じ
て
き
た
。

〃
梅
雨
が
あ
け
る
前
に
青
梅
を
食
べ
る
と
死
ぬ
〃

〃
梅
は
食
う
と
も
核
（
サ
ネ
）
は
食
う
な
、
中
に
天

神
寝
て
ご
ざ
る
〃

青
梅
の
核
に
は
ア
ミ
グ
ダ
リ
ン
と
い
う
青
酸
配
糖
体
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
緒
に
含
ま
れ
て
い
る
酵
素
で

ベ
ン
ズ
ア
ル
デ
ヒ
ド
（
芳
香
性
物
質
）
と
シ
ア
ン
水
素
（
青

酸
）
に
分
解
さ
れ
る
。
こ
の
青
酸
が
猛
毒
な
の
で
、
青
梅

を
食
べ
る
と
中
毒
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
逆
に
こ
の
ア
ミ

グ
ダ
リ
ン
に
は
制
猫
効
果
が
認
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は

か
な
り
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
中
国
で
は
ウ
メ
の
白
花
を
っ
ぽ
み
の
と
き
に
採

取
し
、
「
白
梅
花
」
と
称
し
、
暑
熱
煩
渇
な
ど
に
用
い
る
。

シ
ソ
（
紫
蘇
『
蘇
葉
）
は
、
中
国
原
産
の
一
年
草
で
、

梅
干
し
や
「
し
ば
漬
け
Ｌ
の
特
有
な
色
は
シ
ソ
の
葉
に
含

ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
と
い
う
色
素
で
、
酸
に
あ
う

と
紫
紅
色
に
な
る
性
質
が
あ
る
。
シ
ソ
に
は
芳
香
性
健

胃
・
整
腸
、
食
欲
増
進
作
用
、
さ
ら
に
魚
に
よ
る
食
中
毒
に

有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
最
近
、
魚
の
寄
生
虫
「
ア

ニ
サ
キ
ス
」
を
殺
生
す
る
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
青
じ
そ
は
「
し
そ
巻
」
と
し
て
、
味
噌
と
米
の
粉

に
砂
糖
を
加
え
、
水
な
し
で
こ
ね
、
油
で
ゆ
っ
く
り
妙
め

る
か
、
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

こ
れ
ぞ
わ
が
家
の
夏
バ
テ
防
止
食
／
、
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風土と薬 訓亘吻r
P

F

夏 （ テ百科6

熱
蕊鍵

奥山徹
(明治薬科大学・教授）

残
暑
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
時
期
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
八

～
九
月
期
に
な
る
と
、
夏
バ
テ
の
声
が
よ
く
聞
こ
え
て
く

る
。
夏
バ
テ
に
付
き
も
の
は
「
食
欲
不
振
」
で
あ
り
、
「
気

力
の
衰
え
』
で
あ
ろ
う
か
。
食
欲
が
な
い
の
と
、
食
べ
ら

れ
な
い
の
は
異
な
る
が
、
食
欲
が
な
い
と
い
う
症
状
は
各

種
の
病
気
に
伴
っ
て
起
こ
る
全
身
症
状
の
一
つ
で
あ
り
、

胃
・
肝
・
腎
疾
患
、
神
経
性
食
欲
欠
乏
症
な
ど
が
原
因
と

な
る
こ
と
が
多
い
。

漢
方
で
は
食
欲
不
振
を
、
代
謝
の
異
常
、
血
液
の
滞
り
、

気
の
う
っ
滞
な
ど
か
ら
と
ら
え
て
、
全
身
療
法
を
目
的
に

治
療
す
る
。
代
表
的
な
漢
方
方
剤
と
し
て
、
人
参
、
白
尤
、

麦
門
冬
、
当
帰
、
黄
耆
各
三
グ
ラ
ム
、
五
味
子
、
陳
皮
、

黄
柏
各
二
グ
ラ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
清
暑
益
気
湯
（
せ

い
し
よ
う
え
つ
き
と
う
）
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
俗
に
い
う
夏

病
み
の
薬
と
し
て
知
ら
れ
、
暑
気
の
た
め
に
全
身
が
だ
る

く
、
疲
れ
や
す
く
、
下
痢
し
や
す
い
も
の
、
水
の
よ
う
な

も
の
ば
か
り
欲
し
く
な
り
、
食
が
進
ま
ず
、
し
だ
い
に
や

せ
て
気
力
も
な
く
な
る
も
の
な
ど
に
用
い
る
。
い
わ
ゆ
る

夏
負
け
、
夏
バ
テ
と
い
う
も
の
か
ら
、
脚
気
様
症
状
や
肝

炎
、
胃
腸
炎
に
応
用
さ
れ
る
処
方
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

生
姜
淵
心
湯
、
人
参
湯
、
補
中
彼
気
湯
、
小
柴
胡
湯
、
狭

苓
飲
な
ど
の
処
方
が
知
ら
れ
て
い
る
。
…
…
症
候
に
よ
る

漢
方
治
擁
の
実
際
、
大
塚
敬
節
著
（
南
山
堂
）
：
；
・
・

こ
の
よ
う
な
漢
方
方
剤
に
頼
る
前
に
、
何
か
夏
バ
テ
の

対
策
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

七
月
三
十
日
は
「
土
用
の
丑
」

沖
縄
で
は
土
用
の
丑
の
日
に
ナ
ゴ
を
食
べ
る
と
腹
痛
は

起
こ
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。
ナ
ゴ
は
ウ
ナ
ギ
の
一
種
で
、

「
土
用
の
ウ
ナ
ギ
」
は
よ
く
知
ら
れ
た
食
習
慣
。
「
土
用
の

丑
の
日
」
は
夏
の
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
ろ
、
栄
養
分
の
豊

富
な
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
て
暑
さ
に
負
け
な
い
体
力
を
付
け
て

お
こ
う
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
日
の
新
聞
に
よ
る
と
、
こ
の
土
用
の
丑
の
日
に
は
、
ふ

だ
ん
の
約
三
倍
の
ウ
ナ
ギ
が
消
費
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の

供
給
鼠
は
年
々
増
え
、
昨
年
は
前
年
比
一
割
増
し
の
約
十

万
五
千
ト
ン
。
最
近
は
台
湾
を
は
じ
め
、
中
国
、
韓
国
か
ら

の
輸
入
ウ
ナ
ギ
の
量
が
多
く
な
り
、
昨
年
は
国
内
の
生
産

量
を
上
回
り
、
六
割
強
が
多
国
籍
ウ
ナ
ギ
と
か
。
国
内
で

の
ウ
ナ
ギ
の
産
地
は
昨
年
は
第
一
位
が
愛
知
県
、
次
い
で

鹿
児
島
県
で
、
な
ん
と
か
の
有
名
な
浜
名
湖
を
有
す
る
静

岡
県
が
初
め
て
第
三
位
。

ウ
ナ
ギ
と
い
え
ば
、
『
カ
ル
シ
ト
ニ
ン
」
が
思
い
起
こ
さ

れ
る
。
東
洋
醸
造
株
式
会
社
の
研
究
資
料
に
よ
る
と
、
カ

ル
シ
ト
ニ
ン
は
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
調
節
に
関
与
す
る
薬
物

で
、
最
初
、
ラ
ッ
ト
甲
状
腺
よ
り
分
泌
さ
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ほ
乳
類
の
甲
状
線
の
み
な
ら

昔
い
こ
う

ず
、
魚
類
、
鳥
類
、
両
性
類
な
ど
の
蝿
後
腺
に
も
存
在
す

る
こ
と
が
判
明
。
現
在
で
は
ブ
タ
、
ウ
シ
、
ヒ
ツ
ジ
、
ヒ

ト
、
ラ
ッ
ト
、
サ
ケ
、
ウ
ナ
ギ
、
ニ
ワ
ト
リ
の
カ
ル
シ
ト

ニ
ン
の
椛
造
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
シ
ト
ニ
ン
は
「
骨

粗
羅
症
（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
」
に
お
け
る
淫
痛
の
改

善
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
「
骨
粗
艤
症
」
と
は
、
種
々
の

要
因
に
よ
り
骨
の
加
齢
現
象
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
た
病
態

で
あ
り
、
骨
の
病
的
老
化
現
象
と
い
え
る
。

夏
バ
テ
と
食
中
毒
を
防
ぐ
の
に
、
日
本
人
は
古
く
か
ら

「
梅
」
を
利
用
し
て
き
た
。
ウ
メ
は
中
国
原
産
で
、
わ
が
国
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を
飾
っ
て
い
る
。
そ
の
岩
峰
は
石
灰
岩
特
有
の
岩
肌

を
見
せ
、
み
ど
り
の
背
景
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
海
抜
は
五
○
○
メ
ー
ト
ル
、
湖
面
は
汚
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
一
周
し
て
み
る
と
、
北
岸
に
は
レ
ガ
ッ
タ

競
技
の
コ
ー
ス
が
で
き
て
い
た
。
各
国
か
ら
の
ボ
ー

ト
選
手
が
集
ま
り
、
合
宿
で
き
る
施
設
も
あ
っ
た
。

湖
畔
の
古
城
ま
で
登
っ
て
み
て
、
そ
れ
が
建
つ
石

灰
岩
の
岩
の
肌
ざ
わ
り
を
実
感
し
て
み
る
と
、
こ
こ

は
同
じ
湖
で
も
芦
ノ
湖
あ
た
り
の
火
山
岩
と
は
対
照

的
な
水
成
岩
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

湖畔風景（ブレ ソド湖）

石
灰
岩
と
い
え
ば
、
こ
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
は
世
界
ユ
ー
ゴ
全
体
を
見
る
と
、
お
そ
ら
く
、
各
共
和
国

中
に
そ
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
カ
ル
ス
ト
が
あ
る
。
ご
と
に
そ
の
運
営
の
し
か
た
は
、
森
林
経
営
に
限
ら

カ
ル
ス
ト
と
は
こ
の
共
和
国
の
中
央
部
に
あ
る
石
灰
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
あ
る
。
私
は
モ
ン
テ
ネ
グ

岩
地
帯
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
地
質
学
用
語
と
し
ロ
と
い
う
山
国
で
十
七
世
紀
に
早
く
も
五
色
刷
に
な

て
学
界
の
〃
用
語
″
と
な
っ
た
。
石
灰
岩
自
体
は
水
っ
て
い
る
本
を
見
た
。
石
灰
岩
質
の
山
上
の
別
天
地

成
岩
の
代
表
で
、
世
界
中
の
海
底
に
あ
り
、
地
中
海
と
い
っ
た
感
じ
の
国
で
、
こ
こ
で
は
木
材
が
紙
に
姿

に
面
し
た
国
々
は
イ
タ
リ
ア
も
ギ
リ
シ
ャ
も
み
な
大
を
変
え
て
い
た
の
だ
と
知
っ
た
。
こ
の
共
和
国
で
は

地
が
石
灰
岩
で
で
き
て
い
る
が
、
地
底
を
見
る
と
、
ネ
ゴ
シ
ュ
と
い
う
詩
人
が
宰
相
だ
っ
た
の
で
、
エ
ジ

ュ
ー
ゴ
の
西
北
端
は
そ
の
石
灰
岩
層
に
厚
み
が
あ
る
プ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
と
は
違
う
良
質
の
紙
を
樹
木
か
ら

の
で
、
鐘
乳
洞
の
宝
庫
な
の
で
あ
る
。
作
る
こ
と
を
考
え
た
の
だ
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
な
ど
と

そ
れ
で
カ
ル
ス
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
有
名
に
聞
く
と
黒
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
あ
ろ
う
が
、

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
石
灰
岩
地
帯
は
直
立
し
た
行
っ
て
み
る
と
、
地
中
海
を
見
下
ろ
す
ひ
と
き
わ
高

岩
肌
以
外
な
ら
樹
も
よ
く
育
つ
。
ブ
レ
ッ
ド
湖
を
取
い
山
上
の
桃
源
郷
で
あ
っ
た
。

り
巻
く
山
肌
も
緑
が
濃
い
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
同
じ
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
も
南
に
位
置
す
る
モ
ン

六
つ
の
共
和
国
の
中
で
も
、
こ
の
ス
ロ
ベ
ニ
ァ
の
森
テ
ネ
グ
ロ
や
マ
ヶ
ド
ニ
ア
は
ギ
リ
シ
ャ
正
教
圏
だ
っ

林
管
理
は
他
の
共
和
国
の
〃
お
手
本
″
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
北
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
は
信
仰
の
面
で
も
違

る
、
と
さ
き
の
カ
ウ
チ
ッ
チ
女
史
も
書
い
て
い
た
。
う
。
し
か
し
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
民
族
と
し
て
は
卜

私
が
見
た
限
り
で
は
、
同
じ
ユ
ー
ゴ
で
も
イ
タ
リ
ア
ル
コ
に
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
も
屈
し
な
か
っ
た
と
い
う

の
対
岸
、
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
た
海
岸
地
帯
は
樹
林
が
自
負
を
私
は
現
地
で
聞
い
て
、
あ
ら
た
め
て
、
そ
の

少
な
か
っ
た
・
そ
の
点
、
こ
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
は
森
山
河
を
見
直
し
た
。

林
を
意
識
し
て
大
事
に
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
十
四
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
、
一
つ
の
国
と
し
て
論
じ
る

経
営
単
位
に
分
け
て
い
る
。
各
地
域
に
は
国
有
林
と
私
こ
と
が
で
き
な
い
多
彩
さ
を
秘
め
て
い
る
。

有
林
が
共
存
し
て
い
る
の
で
、
管
理
の
や
り
方
も
、
ち
、
。
！
・
：
．
。
：
１
，
‐
！
；
１
１
１
‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
．

ょ
っ
と
違
う
。
「
社
会
有
林
」
の
ほ
う
は
「
連
合
労
働
組
一
正
畦
銅
需
諏
趣
艸
肱
蝋
”
卿
額
り
ま
し
た
。
訂
一

織
」
が
担
当
し
、
「
私
有
林
」
の
ほ
う
は
「
協
業
組
織
」
一
三
七
ペ
ー
ジ
上
の
段
九
行
目

が
や
る
。
「
社
会
有
林
」
は
、
山
林
収
入
の
う
ち
の
地
代
一

サ
ン
バ
ネ
ス
ー
↓
イ
ン
バ
ネ
ス

部
分
は
森
林
に
再
投
資
さ
れ
、
可
私
有
林
」
の
立
木
代
は
一
〃
〃
一
九
行
目
｜

そ
の
所
有
者
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
一
サ
ラ
の
樹
↓
ナ
ラ
の
樹

一
ｆ
９
０
０
６
ｏ
０
０
ｆ
０
ｌ
６
ｏ
６
ｈ
６
０
０
０
ｌ
ｌ
０
Ｉ
り
ｌ
ｊ
ｌ
’
１
↑
’
１
１
，
１
申
’
１
申
卜
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
』
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の
山
肌
を
見
て
回
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
と
の
国
境
ま
で

森
へ
の
旅
四
○
キ
ロ
．
そ
こ
に
そ
び
え
る
ユ
ー
リ
ッ
シ
ゞ
・
ア
ル

プ
ス
も
バ
ス
で
一
周
し
て
み
た
。
山
肌
に
育
っ
て
い
る

樹
種
は
モ
ミ
と
ト
ウ
ヒ
が
多
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
変

訓
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
多
彩
な
地
表

わ
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
針
葉
樹
で
全
体
の
五
六
パ
ー

岡
田
喜
秋
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
た
。

ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
現
在
、
他
の
共
和
国
と
違
う
の
だ

民
族
紛
争
の
話
題
が
優
先
す
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ア
マ
帝
国
に
属
し
て
い
た
地
域
で
、
政
治
的
に
は
ハ
ブ
と
い
う
こ
と
で
独
立
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
気

は
、
行
っ
て
み
る
と
、
自
然
の
美
し
い
風
土
で
あ
る
。
ス
ブ
ル
グ
家
の
支
配
し
て
い
た
所
で
あ
る
。
持
ち
を
裏
付
け
る
の
が
、
社
会
主
義
国
の
イ
メ
ー
ジ

私
は
十
年
前
に
一
週
間
か
け
て
旅
し
、
先
年
ま
た
行
特
に
西
北
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
い
う
地
域
は
、
イ
ス
に
反
し
て
、
私
有
林
が
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

き
た
く
な
っ
て
数
日
を
過
ご
し
た
。
ラ
ム
の
影
響
を
受
け
た
南
の
地
域
と
は
ま
っ
た
く
対
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
「
林
業
技
術
」
の
中
で
筆

東
欧
の
一
国
と
い
う
が
、
南
欧
の
一
角
で
も
あ
る
。
照
的
で
、
先
年
私
が
訪
れ
た
と
き
の
印
象
も
、
オ
ー
ス
者
の
ス
ラ
ウ
カ
・
カ
ウ
チ
ッ
チ
さ
ん
が
過
去
の
経
過

イ
タ
リ
ア
半
島
の
東
の
対
岸
で
、
ギ
リ
シ
ャ
の
北
だ
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
に
近
い
生
活
意
識
が
感
じ
ら
れ
た
。
も
語
っ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
ま
で
教
会
や
大
企
業

が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
南
と
い
っ
て
も
い
い
。
つ
ま
こ
こ
は
ア
ル
プ
ス
に
近
い
の
で
、
そ
の
風
景
が
立
や
外
国
人
が
所
有
し
て
い
た
森
林
は
今
も
国
有
だ
が
、

り
、
五
つ
の
民
族
が
互
い
に
接
し
て
一
つ
の
〃
国
〃
体
的
で
、
同
じ
ユ
ー
ゴ
で
も
地
中
海
沿
岸
と
は
違
う
。
私
有
地
は
、
平
均
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
狭
さ
で
、

を
称
し
て
い
る
感
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
の
気
質
万
年
雪
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
青
い
湖
が
あ
る
。
じ
っ
い
ち
ば
ん
大
き
い
所
有
者
で
も
四
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
程

が
違
う
の
で
あ
る
。
は
、
そ
こ
へ
私
は
行
っ
て
み
た
く
て
、
数
日
も
滞
在
度
な
の
で
あ
る
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
は
、
「
南
ス
ラ
ブ
人
の
国
」
と
し
て
、
取
り
巻
く
自
然
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
。
そ
ん
な
知
識
を
持
っ
て
私
は
ブ
レ
ッ
ド
湖
の
周
辺

い
う
意
味
だ
が
、
人
種
は
中
央
部
に
住
む
セ
ル
ピ
ア
行
く
前
に
読
ん
だ
こ
の
地
域
の
森
の
現
状
紹
介
が
を
見
た
。
周
囲
四
キ
ロ
程
度
の
湖
面
で
、
湖
畔
の
一

人
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
接
す
る
北
の
あ
る
。
「
林
業
技
術
」
の
五
五
一
号
に
載
っ
て
い
る
一
角
は
い
わ
ゆ
る
観
光
地
化
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
が
十

地
域
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
人
で
、
地
中
海
文
で
あ
る
。
そ
れ
を
読
む
と
、
連
邦
全
体
と
し
て
の
数
軒
並
び
、
そ
の
一
軒
に
は
散
歩
中
に
も
気
軽
に
入

に
面
し
た
地
域
に
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
南
に
は
マ
ヶ
森
林
法
は
な
く
、
各
共
和
国
が
そ
れ
ぞ
れ
実
状
に
合
れ
る
カ
ジ
ノ
ま
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
社
会
主
義
国
の

ド
ニ
ア
人
と
五
民
族
が
い
る
。
南
の
方
で
は
イ
ス
ラ
っ
た
法
律
で
森
林
経
営
を
し
て
い
る
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け
出
し
て
、
独
立
し
た
国
と
し
て

ム
教
が
信
仰
さ
れ
、
北
の
方
は
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
の
場
合
、
一
九
五
一
年
に
皆
伐
は
禁
止
さ
れ
、
一
九
生
き
た
い
、
と
い
う
ス
ロ
ベ
ニ
ア
人
の
気
持
ち
も
わ

宗
教
的
対
立
も
単
純
な
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
こ
七
四
年
か
ら
は
「
森
林
は
特
別
な
社
会
的
利
益
を
持
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

の
国
の
地
形
で
わ
か
る
。
平
野
は
少
な
く
、
高
山
地
っ
財
」
と
し
て
憲
法
に
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
い
え
ば
、
箱
根
の
芦
ノ
湖
の
南
岸
を
思
わ

帯
も
あ
れ
ば
、
海
岸
に
住
む
民
族
も
い
る
。
北
部
は
私
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
境
に
近
い
ブ
レ
ッ
ド
湖
せ
る
感
じ
だ
っ
た
が
、
湖
畔
の
山
の
上
に
は
ハ
ブ
ス

オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
で
あ
り
、
歴
史
的
に
は
神
聖
ロ
－
と
い
う
山
の
中
の
湖
の
ほ
と
り
に
滞
在
し
て
、
付
近
ブ
ル
グ
時
代
を
思
わ
せ
る
古
城
が
二
つ
、
岩
峰
の
頂

林業技術No.5941991．9
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農林鶏
たかが2兆円，されどああ2兆円

林野庁が平成2年度国有林野事

業特別会計の決算結果を公表した

が，その内容力噺間各紙で報道さ

れた。それによると，昭和50年以

降連年計上されるようになった欠

損金の累積額は9213億円,これを

埋めるための長期借入金の債務残

高は2兆2511億円に達している

という。

最近のマスコミは毎日のごとく

庶民には縁のない巨額の金目を報

道するが，これは証券会社の損失

噂導寵瀞筋の不正融資とやらの
魑魅魍魎の駁厘による反社会的

行為，犯罪を形成するたぐいのも

のであり，もとより国有林野事業

の赤字とはまったく次元の異なる

ものではあるが，こう連日天文学

的数字を読まされては国有林野事

業の2兆円債務も何ほどのものか

という気になるから不思議である。

昭和50年から始まった国有林

の赤字転落になんとか歯止めをと，

昭和53年にr国有林野事業改善特

別措置法」を制定し，これに基づ

く「国有林野事業の改善に関する

計画」を策定して以来，林野当局

は経営改善に懸命の努力を傾注し

てきたはずだが，その成果はいま

だ赤字解消として結実するに至ら

ず連年損金を計上，平成3年度に

は累積損金1兆円に達することが

見込まれる。ただ，平成2年度に

初めて借入金が前年度を60億円

~ド回ったことが，わずかな暁光と

見るのは楽観にすぎるか。

さて,昭和53年に経営改善に着

手して以降林野庁は，①要員規模

の適正化(53年6万5千人→2年

には3万1千人に削減，5年には

2万人とする),②組織機織の簡素

化（林野本庁，営林局，営林署，

担当区，事業所を通じての合理化，

統廃合の実施。最終的には営林署，

担当区の3分の1を統合および事

業所の全廃),③労働生産性の向上

(53年－－，2年で50％アップ)，④

事業の積極的民間請負化，⑤コン

ピュータの導入による管理，事務

部門の改善合理化，などを軸に支

出の抑制策を職じ，一方収入面で

は，①長期にわたる木材価格の低

迷，②森林に対する国民ニーズの

多様化に対応しての伐採堂の大I幅

削減という二重苦の中で収

入の確保に腐心し，③分収育林オ

ーナーの募集拡大，④ヒューマン

グリーンプラン等の森林空間利用

事業，⑤林野・土地売払い収入の

確保，など林産物以外での収入を

図る一方，主産物の木材について

その付加価値を高めるサン・ドラ

一昌一＝一一．ー言一一一一一一一－－一巳一■＝一一一一＝一一一ｰ。■－巳一一

聯議ﾘﾆみる風奉の挿集’

図･1他人の山林(私有林)を管理し

ている者の事業体別割合
（平.2）

注:1)r山守・山番」とは，個人が職業

として山林を管理し，通常はIl!

守・山番等と呼ばれているものを

いう。また，「団体等』は会社およ

び任意団体等をいい，「その他｣は
主に個人をいう

2）（）内は，山守･山番を100.0と

した割合である

在村者面積

昭45 85､I%

55 81.2％

平．2
78.2％

豚、森林組合加入者面積(75.|％）

不在村者面稲

14.9%|"，%’

''8.8%’18.8%

21.8％

48割6％’

森林組合加入署面稲

0102030405060708090100(%)

｡､ 戸 ー

林業技術N0.5941991.9

図･2在村者・不在
村者別私有林
面積割合

注：（）内は在村省

面枇不在村者i向i

槻のそれぞれを

100.0とした割合
である

一一

山林管理の動向

管理する人が常に身近にいない

森林は，一般に日常のきめ細かな

管理が十分でなくなり，森林の持

つ機能を高度に発揮させるうえで

問題となる。現に，過疎化の進展

等により不在村者の所有になった

森林が相当数あり，林業経営から

切り離されることにより，森林管

理上問題となっている事例が見ら

れる。

このような森林管理の状況を，

1990年世界農林業センサスの結

果で見ると，長期にわたって他人

の山林（私有林）の保育作業見

回り等山林の管理を行っているも

のは9.1()()事業体となっている。

その内訳を見ると，山守・山番が

5.900辮業体で全体の64．7％を

占めて最も多く，次いで個人を主

一口■ー一
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幽

口圭旦剖寸－し〃､派ｧ･flル1，．噸.レト間柄『;〃､，Iff趣師イ材の生産拡大や，国有林の隠

れた良材であるエゾ・トドマツ

の普及宣伝を強化するなど，さ

まざまな方策を打ち出している。

しかし，こうした知恵や方策

も2兆円の前には焼石に水の感

はぬぐえない。そもそも国有林

が欠損1兆円，借入金2兆円に

もなった主因は，民有林も含め

たわが国林業の構造にあること

は多くの人々が指摘していると

ころであり，特に国有林は国民

共有の財産であるとの理由から，

本来、業〃とは相入れない難題

を求め続けられ，これからも続

くであろうことを考えると，赤

字脱却は並たいていのことでは

あるまい。

同じ巨額でも魑魅魍魎は司法

の手に，国有林も含め日本の森

林の前途は広く国民の間で議論

し，その手に委ねる朧期はとっ

くにきていると思うのだが。

足場丸太の取扱い簸と単価の推移０
０
０
０
５
三
斗
イ
ク
ｖ
鹸
歩
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』
１
典
一
列
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与
科
し
た
炉
令
個
－
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０
０
０
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林政拾遺抄

間伐小径木

・4－－4

_Xi単価(円）

Tr’ |｜Fll
醤55年度575961631
1■

§三重県一志郡美杉村にある美
冒杉木材市場を訪れたとき，1枚
、

胃のグラフ（上掲）を見せていた
車

昌だいた｡昭和55年度から平成元

§年度までの同市場における足場
叩

§丸太の取扱い量と価格の推移を
§示した図である｡昭和55年には

自約19万本もあった取扱い量が
■、

胃年々 急速に減少し,10年後の平
ミ成元年には5万本を切るまでに
目落ち込んだ傾向が示されている。
■I

目間伐収益を当てにしている森林
目所有者も価格が下がれば伐らな
■ロ

爵くなり，間伐小径木の供給は急
輌

§減してきたのである。
＃市場へ間伐小径木が出なくな
畑

削った最大の理由は，伐出の採算
剛U

＃割れから伐り捨てが多くなった
M故という。伐る人がいない，伐
ⅡIH

Iっても搬出にコストがかかりす
＃ぎ,せいぜい林道猯まで50mく

:IIらいの距離内でしか採算が取れ
Ⅱ掴

§ない，ジグザグ搬出も技術的に
§難しい，小型搬出車の導入もま
陣

目まならないなどの実情を多くの
坤

自人が訴えていた。伐出のコスト
§高に加えて間伐小径木には，ね
ﾛ■

胃じれ，曲がり，腐れ，節が多い

目などの不利性もある。足場丸太，

杭丸太の生産で著名な同県松阪

市森林組合でも，これらの欠点

のため学校教材としての市場開

拓に苦労されている話をうかが

ったが，他方では，それらの不

利性の克服に懸命に努力してい

る姿も印象的であった。自動選

別機やウッドブロック穴開機，

面取機，丸棒剥皮機等の加工機

械を導入し自動機械化を進めて

いる同森林組合，あるいは「木

の香りのする中学校｣(同県飯南

町立飯南中学校で，約150㎡の

スギ，ヒノキ材使用）を建て，

節のある間伐小径木を装飾用に

有効に利用した（写真）同町製

材業者たちの例はその努力の跡

である。

間伐小径木の原木難は，5～

7齢級の森林が多くなったこと

も一因であるが，依然として林

内への伐り捨ての多いことが最

大の問題である。林道や作業路

の開設をはじめ，小型集運材機

の導入の必要性が唱えられてか

ら久しいが,1枚のグラフはあ

らためて，「早く機械化を｣と叫

んでいるようである。

（筒井辿夫）

”
”
”
”
緬
剛
画
剛
”
画
卿
掌
幽
四
噸
幽
嘩
幽
画
幽
坤
■
■
■
画
毎
口
唾
■
写
■
ロ
■
画
毎
ｍ
■
”
ぬ
』
蝉
■
■
嘩
蝉
車
師
、
車
庫
顕
■
ロ
”
四
ｍ
”
、
嗣
嗣
郵
画
画
叩
■
施
肥
幽
噸
剛
画
画
■
南
■
■
画
■
■
車
■
山
車
■
■
申
画
口
車
四
口
■
車
申

体とする「その他」が2,300事業

体で25.3％を占めている。

全体の約3分の2を占める山

番・山守の地域分布を見ると，北

九州が25.3％で最も多く,次いで

近畿（22.6％)，東海(14．8%)

の順となっている（図．l)。

また，私有林について在村者・

不在村者別の面積割合を見ると，

在村者が78.2％，不在村者が

21.8％となっている。これを昭和

55年と比べると，不在村者のシェ

アが3ポイント高まった。在村

者・不在村者別私有林面積のうち

森林組合加入者面積の割合は，在

村者は751%,不在村者は48.6

％となっている（図・2)。

地域別に見ると，不在村者面秋

割合の高いのは，北海道（44.8

％)，沖縄（31.2％)，東海（28.2

％)，近畿(27.8％)の順となって

いる。

。“韮鵡韮量窪冒薑冒霊霊薑菫睾窪巽聖躯“、幽哩頭賑誰甑加躯伽叩叩叩8叩”叩ロ”睡亡

林業技術No.5941991.9
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ラカシです。街の植え込みや生け

1只木良也の5時から講義 垣を見ても歴然としています。本

来，関西の里山にはアラカシが多

く，関東のいわゆる雑木林の下生

東は東,西は西 えにはシラカシが普通です。

ついでながら，日本人の大半は

｜前回に続く話をいま少し。－とｺー ﾙｺー ﾋー ,馬鹿と阿呆，中学以来,カシノキといえばその
！まずは鰻丼，東の「うなどん」 そして言葉のアクセント，東と西英語はoakだと習ってきたはず

iに対する西の「まむし」も有名。の違いは枚挙にいとまがないとこです。辞書にもそう書いてありま

|「まむし｣は､御飯でまぶす"の意ろです。す｡だが,oakは察讓罰生のQ"g""s
l味ですが，よく蛇のマムシと間違江戸間と京間,畳の大きさが違で,ナラやカシワであることを指

｜える笑い話があります。ウナギ東います｡東が壁芯計算,西が内の摘する人が最近増えてきました。
1の背開き，西の腹開き,武士の多いり計算のためであることは周知のそのとおりで，英語を日本語に直

i江戸で腹開き（切腹）が嫌われた事実です。したがって，関東向け，す段階で,oak→Q""℃"s→樫と

'とか｡寿司は,東の握り鮨,西の押関西向けの造材時の採寸に気を使なったものでしょう｡なお,カシ
iし鮨(箱鮨)，西の鯖鮨(バッテラ）うことも多かったといいます｡今類のような常緑のQ""℃鱸の英

'に当たるものは東にないようです。は関西でも関東ｻｲズやさらに狭語はholm,しかしこれは特定の
iなお，寿司の原形である馴れ鮨は，い団地サイズが幅をきかせており種(Q""獅崎i“）を指すことが

|滋賀のふなずし,青森のにしんずますが。 多いようで,evergreenoakと使

Iし等'東西に広く分布しています。ｶｼﾉｷといえば,関東ではシうのが無難なようです。
Iハスとレンコン，アイスコーヒラカシ，これに対して関西ではア人里に近い巨樹名木の類では，
!=←=¥===≦＝－－_＝≦=≦=≦===ー＝_="－－－．－－＝_=_－－－=＝=§.=_＝_－－＝=======＝=＝===一=＝=←="＝＝＝

函呪細1

中野政詩著

土の物質移動学

発行

東京大学出版会

〒113東京都文京区本郷

7-3-1東大構内

（丑03-3811-8814）

1991年4月20日発行

A5判,208頁

定価3,708円(税込,〒500円）

林業技術No.5941991.9

本書では,土壌中での｢水｣，「水

に溶解した化学物質｣,rl水蒸気や

ガス」の固有な移動現象や典型的

な変化形態，さらにこれら3態の

複合的関係について，数理的な解

析方法が解説されている。それぞ

れの内容は，土壊物理学を中心に，

化学，生物学，土木工学，環境科

学など幅広い学問分野の最新の成

果を基に，多くの数式や図表を用

いて説明されている。

第1章では，導入部として土壌

の間隙やその中での水の存在状態，

物質移動に関する一般的な見方や

基礎的な解析式について説明され

ている。第2章では，ダルシー式

や水移動の基礎方程式，不飽和透

水係数，粒径の異なる成層土での

浸潤，地下水としての移動などに

分けて，水の移動と浸潤が詳しく

説明されている。第3章は，溶質

に関する部分であるが，単に水に

溶解している物質のフラックスだ

けでなく，イオン交換，植物の吸

収に伴う移動，懸濁微粒子の移動

などについても解析方法が示され

ている。第4章では，土壌中での

ガスや水蒸気の拡散フラックスや

移動，土中水への溶解および土中

水からの放出について，その解析

方法が示されている。

以下，第5章では，土の乾燥に

かかわる蒸発や植物の蒸散と水移

動との関係，第6章では，微生物

活動に伴う有機物の分解や集積，

物質の移動，第7章では，粘土の

層状体配列と層間水との問題や膨

張・収縮と水移動，最後の第8章

では，土中水のポテンシャルや熱

エネルギーのフラックスについて、

それぞれ解析法や予測法が述べら

れている。
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東に圧倒的に多いのがケヤキでI

しよう。もちろん西にも巨樹名

木のケヤキは少なくありません｜

が,その中にムクやエノキが目|｜
立つような気がします｡クスノ｜
ｷが西に多いのは気候のせいだ’
から別，またスギが全国区なの｜

はいうまでもありません。

動物の関東関西。ゴキブリの、｜

種類が違うとか，モグラも住み、’

分けているとかの話はよく聞く％’

ところですが,最近話題になりII

つつあるのがゲンジボタルです。{｜

東と西で明滅の間隔が違い，東j

で4秒，西で2秒，その境界は｜｜

前回紹介の「ズラ文化帯」とほ‘，

ぼ一致，とのことです。

（名古屋大学農学部/教授）｜｝

□9月1日付で勤務先が変わりま｜，

した。信州大学理学部在勤中同I,｜

様，よろしくお願いいたします｡|！

（只木)i

本書は，全体で200ページほど

であるが，数多くの解析式を用い

て説明されているため，個々の内

容を理解するにはそれぞれの分野

の基礎的な知識が必要と思われる。

しかしながら，土壌の保全，堂的

および質的な水の保全，さらに，

近年社会的に関心の持たれている

酸性降下物の土壌への影響や土壌

劣化などの問題に適切に対処する

には，「土｣の持つさまざまな機能

が水や物質のどのような振る舞い

に基づいて発現し，維持されてい

るかを知る必要がある。そのため

にも，本書に示されている水や各

種物質の土壌中での移動，拡散，

貯留などに関する基礎的かつ最新

の数理解析手法を正しく理解すべ

きであろう。広く一読をお勧めし

たい。

（森林総合研究所・加藤正樹）

43

山村。林業の行方

わが国の民有林は，保有面積

5ha以上の林家1戸当たりの平

均保有面積が約16haで，きわ

めて小規模である。

森林を更新するには，現在は

ヘクタール当たり約80万円を

要し，さらに保育費を含めると

約200万円の支出となる。これ

に対して，主伐時の立木価格は

スギ林が600～800万円,ヒノキ

林で800～1000万円と見聞され

る。数十年間の丹精した結果の

評価がこれである。だから，小

規樹水家は以前から農業との兼

業で生計を維持してきた。しか

し，最近は農業収入もままなら

なくなり，転出や転職が多くな

ってきた。

このような状況の中で，林家

の子供や孫たちは，家庭と学校

や職場で山村の生活や林業の厳

しさと将来の不安を見聞する。

だれでもほかに職業を求めたく

なるのは当然であろう。親も転

出や転職を考えるが，年齢的に

無理で，せめて若者に生活の夢

を託すことになる。

わが国の都市住民は，緑や森

林が人とのかかわりにおいて重

要であることはよく理解し，公

益性を期待しているが，緑や森

林の維持・管理になると日常は

かかわりがないだけに，経験も

なく，技術的にも自信がないか

ら積極的な参加は少ない。国や

地方の公共機関の経済的援助と

保有者各自の経営努力を求めて

いる。

今日，世界は各国のトップレ

ベルが地球温暖化の懸念，熱帯

雨林の減少など，緑と森林・環

境問題に関心を示している。し

かし，実際は空論に終始しては

いないだろうか。日常生活とス

ローガンには，あまりにも矛盾

が多いような気がする。

昭和44年刊行の「2001年の

日本｣によると，21世紀は食生

活はインスタント食品が浸透し，

寝ながら，歩きながらの食事が

多く，味も画一化され，ふるさ

とやおふくろの味がまったく忘

れられる。週休3日でレクリエ

ーション活動は盛んになり,｢見

る」から「する」時代に変わる。

農村は非農家人口が主役となり，

大部分の農家はホビー農業とな

るであろう，と記されている。

このような時代に人々は何を

求めるであろうか。少なくとも

安全な食品・生活環境の確保と，

健康的な余暇の活用などではな

いだろうか。これらが満たされ

る所は，もはや山村にしか存在

しない。林業・森林に携わる者

は今こそ全力を挙げてこれらの

問題を解決し，山村・森林を維

持・管理すべきではないだろう

か。

（木通）

（この柵は編集委員が担当しています）

林業技術No.5941991.9
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林 業関係行事 一覧

月9

1ｮ催団体・会場・行事内容等期間区分 行事名

朝|宮I新聞社，森林文化協会。自然の保護・保全や森づくり，緑の生活

環境づくりなどに優れた成果を上げ，また，これらの普及，啓発活励

を推進し，業綴の顕著な団体・個人を表彰するもの

説売新聞社。12日：富士山新五合目，宝永火口一帯で観察調謹，

13日：富士市腱協会館ホールでシンポジウム

日本ドゥ･イット･ユアセルフ協会。日本コンベンションセンター（幕

張メッセ）

愛知建築士会，中部経済新聞社。名古屋市中小企業振興会館吹_ﾋホー
ル

第10回朝日森林文化賞全 剛 8-25～12－25

第3回r富士山国際シンポ

ジウム」

JAPANDIY･HCSHOW

'91

,91建築総合展NAGOYA

912～13〃

央
知

中
愛

５
３
１
２
－
－
３
９
１
１

●

凸

９
９

10月

行蛎名 期間 主催団体・会場・行事内容等区分

愛知県緑化木生産者団体協議会。大平島公園（一宮市朝日2-6）愛 知

神奈川

第19回愛知県緑化樹木共

進会

第9回全園都市緑化フェア

10－2～6

神奈川県,相模原市,都市緑化基金｡全国統一テーマ：『緑豊かなまち

づくり－窓辺に花を．暮らしに緑を・街に緑を．あしたの緑をいま

つくろう」

久万町。上浮穴産業文化会館(愛媛県上浮穴郡久万町)。テーマ:r森

林の担い手育成への道｣。山村の過疎化･高齢化の進行に伴い，わが国

の国土の大部分を占める森林の適正な管理が憂慮されるようになって

久しい。国土の保全，水資源のかん養，自然とのふれあい等多面的な

緑資源を十分に活用できる森林を整備し，山村の埜幹産業である林業

を振興していくためには，若い優秀な労働力を育成・確保することが

緊急の課題である。

このような状況の中で，各地でさまざまな取り組みが見られるよう

になり，その代表が一同に会して，昨年宮崎県諸塚村において第1回

｢国土保全森林サミット」が開かれた。

今回は，前回の成果を踏まえ，刻々と変わりゆく情勢に対応してい

ける，淡定した労働力対策のあり方について認識を深め，今後の展開

に斑する

問合せ；陽根県造林課("0852-23-4043)

林業機械化協会(a03-3586-0431)。長浜中核工業団地(島根県出雲市）

日本林i剛凹培協会

10．3～11．23

第2回「国土保全森林サミ

ット」

愛 媛 10.5

根 第15回全国育樹祭

'91林業機械展in出雲

平成3年度第29回全国林

鋤凹培コンクール

第28回全国林材業労働災

害防止大会

森林経営・環境保全のため

の傭報システムに関する

IUFRO国際研究集会

島 10.6

10.6～7

10.7～

H4.6．30

10．11

〃

全
大
国
分
城

林業・木材製造業労働災害防止協会。大分県立芸術会館（大分市牧緑

町161）

森林計画学会等。科学技術庁研究交流センター(茨城県つくば市)。大

会事務局；東京大学農学部林学科森林経理学研究室（壷()3-3812‐

2111,内線5201,箕輪・露木）

茨 10.13～18

林業技術N0.59419919



宮

肺

＝
麺電

区 分

崎

岡

〃

良

行事名

第3回森林とのふれあいシ

ンポジウム全国大会

第4回巨木を語ろう全国フ

ォーラム

91林業機械展と天竜林業

フェアー

奈良県林材まつり

45

期間

10.15～17

10.19'～20

10-20～21

10－20～112

宮 崎

徳島

全国

北海道

第10回シンポジウム｢森林

と人間」

第32回全国竹の大会｢徳臘

県阿南大会」

米国東部広葉樹輸入促進コ

ミュニケーション

第7回寒地技術シンポジウ

ム

l().24

10.24～26

10．26|～11.6

l(1.29～31

主催団体・会場・行事内容等

全国森林とのふれあい推進協議会。五ヶ瀬町町民センター（宮崎県西

臼杵郡五ヶ瀬町)。テーマ：『森林理想郷(フォレス1､ビア）出会いと

ふれあいそして森林（もり）の創出」

函南町，静岡県，静岡県巨樹の会も函南町中央公民館ほか。この豊か

な自然の象徴である巨樹を守り育てることを通じ，自然環瀧の保全と
自然保誰意識の高揚を図り，これを次代に伝える活動を行う

林業機械化協会(壷03-3586-0431)。天竜市民運動広場(静岡県天竜市

船明2649)。同時開催：第2回全国森林サミット加天竜(天竜市農林

課壷0539-26-1111)，第3回静岡県中央育樹祭（静岡県林政課云054‐

221-2663）

奈良県木材協同組合連合会，奈良県森林組合連合会等。奈良県林材大

会（1()/26）：吉野町中央公民館，ウツデイ体験フェア（10/27）：吉野

町,児童生徒木工工作展(10月中旬）s桜井市あるぼ－る，小径木展示

即売会(林材まつり|淵催期間中）：奈良県森林組合連合会小径木センタ

森林文化協会，朝日新聞社，宮崎県。宮崎県県民文化ホール。森林の

維持と国土保全を図るための人づくりについて考える

全日本竹産業連合会，徳島県，阿南市，徳島県竹産業振興協議会。大
会テーマ：「見瞳そう，いま竹の未来」

全国木材組合連合会、日本貿易振興会

寒地開発研究会・北海道開発技術センター・北方圏センター。北見市

民会館。本シンポジウムは，寒さ，そして，雪と氷にかかわりを持つ

すべての分野の技術惜報が接触し，交換され，互いにインパクトを与

え合うことにより，寒冷地域の生活・生産環境の蝋備はもとより，産

業・経済の発展，個性的な生活・文化の椛築に資するとともに，寒地

技術のネットワーク化に向けての飛躍の機会となることを願って開催

されるもの。テーマ：雪氷害の対策技術について，雪と寒さの利用技

術について，寒地技術についての異分野間の交流。問合せ：寒地技術

シンポジウム実行委員会（〒060札幌市中央区南1条2丁目11番地

樹北海道開発技術センター内。壷011-261-1857,FAXO11-271-5115)

森 林航測
日本林業技術協会編集
年度3回謂子,B5判,24頁，定価570円，税17円（〒込）

第164号(今年度第1号)発売中
新型微細点格子板による間伐実施マップの作成・……･…･…･…･-…･……･………婁住侑司（鳥取大学）

航空写真判読の誤差要因について

－オーバーラップ率および林分椛造因子の影響･･……･増谷利博（九州大学）

平成3年度森林測量事業予算の概要……．．…･･．．"……･……･…･……………･畑憲祐（林野庁）

航空機マルチスペクトラルピデオシステムの利用．．…･…………．．……････沢田治雄（森林総合研究所）

紋様百態…･……．．………････……．．………･･･…･…･……･･････…………………･…･…･…･…編集部

空中写真によるサーキュラメン卜の判読．．……･……．．……．．…････．．……･･伏島祐一郎（北海道大学･院）

・苅谷愛彦（東京都立大学･院）

◎お求めは，日林協事業部（事業部直通恋03-3261-6969,FAXO3-3261-3044)まで

林業技術No.5941991,9
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第3回学生林業技術研究論文コンテストについて

1

2

3

当協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育成のため大学学部学生を
対象として，森林・林業に関する論文（政策提言を含む）を，次の要領で募集し
ます。

参加資格原則として日本林業技術協会学生会員

応募方法

(1)平成4年2月末日ごろまでに当協会貴大学支部あて申し出てください
(2)発表論文は類似の全国大会または雑誌その他の刊行物に未発表のものとします
(3)詳細は貴大学担当者にお尋ねください

表彰

林野庁長官賞2点
日本林学会会長賞1点
日本林業技術協会理事長賞若干点
副賞として，1点当たり5万円を添えます｡表彰は,平成4年5月当協会総会の席上で行います。

後援／農林水産省林野庁・日本林学会

協.会のうごき ’

◎海外派遣

8月8～24日，海外林業事前調

査のためメキシコ，ホンジュラス

に国際事業部長安養寺紀幸を派遣

した。

◎支部連合大会

東北・奥羽支部8月21～22日，

仙台市にて開催。本部から伏見理

事が出席した。

◎海外研修員の受入れ

国際協力事業団からの依頼によ

り，チリ共和国産業開発公社森林

研究所の研修員を受け入れた。

研修科目：森林資源管理計画

期間：平成3年8月5日～9
月20日

氏名：パトリシオ・ゴンザレ

ス，セルヒオ・コルテ

ス（2名とも上記研究

所森林調査官）

◎技術開発部関係業務

日本林業技術協会各事務所所在地等

ロ北海道事務所：〒060札幌市中央区北4条西5-1北海道林業会館2
階TELO11(251)4151(代表）内線20,011(231)

5943（直通)、FAXO11(231)4192

ロ東北事務所：〒02O盛岡市菜園1-3-6農林会館9階
TELO196(26)7616

口宮城事務所：〒98O仙台市青葉区上杉2-4-46宮城県森林組合会
館㈹宮城県民の山造成会内TELO22(223)9263

口前橋事務所：〒371前橋市岩神町4-16-25前橋営林局別館3階
TELO272(35)0404,FAXO272(35)0400

ロ九州事務所：〒860熊本市京町本丁8-17
TELO96(326)5381,FAXO96(356)6132

林業技術No.59419919

8月23日,森林資源予測基礎調

査第1回委員会を本会にて開催し

た。

8月26日,松くい虫特別防除に

係る薬剤の飛散影響調査第1回委

員会を本会にて開催した。

◎人事異動

命調査研究部課長代理

高橋純一

命熱帯林管理情報センター

技師林治克

以上8月1日付

採用技術開発部主任研究員

瀧川勝弘

8月16日付

平成3年9月10日発行

林業技術

第594号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102)東京都千代田区六番町7
電話03(3261)5281(f@
FAXO3(3261)5393

（振替東京3－60448番）
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新時代の企業再構築のために.／

製材読本棚雷鳴,）
横山益美監修／堺正紘・行武潔・小嶋睦雄共著

研修テキストや序流木材利用のすすめ/第'章製材原木の種類と桐
企業経営の参考書に／柵躍臓巽澱撫胤職W途/第3鞭

本製 材

162東京都新宿区市谷本村町3－26ホワイトビル内

話(03)3269-3911；振替(東京)6-98120番FAX(03)3268-5261
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新刊図書のご案内
可

ブナ林の自然環境と保全
編集／村井宏､山谷孝一､片岡寛純､由井正敏■B5判上製/カラーグラビア/7,725円(税込)〒360円

■序小林冨士雄氏(f1本林学会会長）／ブナ林における養分の動態と森林
施業

6．ブナ林の土保全機能の働き

ブナ林の侵食防止機能／ブナ林地帯
の職雪環境と伐採の影響／林相と山
地荒廃／森林施業と流出土砂

7．望ましいブナ林の取り扱い法

ブナ林の取り扱いの経緯／望ましい
ブナ林の取り扱い法を検討する前に
／欧州のブナ林施業／望ましいブナ
林の取り扱い法

1．ブナ林の植生

鰯縦織榊協撫鳥墨繍騨林地縦の“
林）の保謹管理／昆虫類
2．ブナ林の生理・生態5．ブナ林の水保全機能の働き
ブナの種生態／ブナ林の生態／ブナブナ林における水文現象／ブナ林の
林の藺類と病害水質／ブナ林地の浸透性と保水性／
3．ブナ林の土壌ブナ帯山地流域の流出特性

（1：関東地方）

誌溌嶬紗騨協蕊朧驚ブナ樵山地流域の流出特性（Ⅱ：束-|上地方）
一索引一

前田
近田

湯浅
灼張
橘詰
丸山

禎三
文弘

保雄
嘉孝
隼人
幸平

中静透
佐藤邦彦
山谷孝一
伊藤忠夫
由井正敏
槙原寛

鎌田直人(森林総合研究所）
五十嵐磯(藤林総合研究所）
村井宏（岩手大学）
井上克弘（勝手大学）
西川肇(H水火学）
志水俊夫(撚林総合研究所）

石井正典（岩手大学）
小野寺弘道(森林総合研麺淵
竹内美次(森林籍合研究所）
片岡寛純〈日本大学）

(元宇都宮大学）

(脈岡大学）

(師岡大学）

(肺岡大学）

(鳥取大学）

(新潟大学）

(森林総合研究所）

(岩手大学）

(岩手大学〉

(静岡大学）

(森林諾合研究所）

(撰林総合研究所） (執筆順）

㈱ソフトサイエンス社
〒107東京都港区赤坂2-15-18西山赤坂ビル

TEL(03)3505-434IFAX(03)3505-4559

日本林業技術協会の森林ガイド
お求めは事業部まで

直通盃03-3261-6969

森と木の質問箱 小学生のための森林教室

B5判/64ページ/定価515円(本体500円）

・全国学校図書館協議会選定似l苔

わりをやさしく楽しく解答

・森林と人とのかか

副読本，教材等に最適
I

森林とみんなの暮らし
B5判/64ページ/定価875円(本体850円）

．中学生向けの副読本として鎧適・国|際森林年(1985)を

記念して発行・森林，林業の重要性をわか↓)やすく解説

新版私たちの森林
A5判/128ページ/定価978円(本体950円）

．｜'1学，i儲校生～‐般向けの格好の解説誉

l)育てることの大切さを解説・カラー写真，

森林についての知識森林を守

カラーイラスト等を蝋富に使用
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ロタマヤの測定機器:気象システム/測風経緯催､データロガーKADECシリーズタミム測定システ

ム/ノーマルブﾗﾑﾗｲﾝ装置.外部測妓機材測水/梢密滞騨測深機､デジタル流速計測最/光

波測距俄剛試象観測セット､小型回光器､回照器､水準測斌川芯I紅､水準測妓用ﾌ゚ ﾘﾝﾀ､測鼓用

,‘1分機､マイクロメータ､三汗分度儀デジタル而械測定器/PLANIXシリーズ､エリアラインメータ
航海計器/航海Iル‘《分儀､デジタル航法計算機

図17AM/AMAタマヤ計測ジコデム繍式芸社国
〒104束京都中央灰銀座444アートピルTEL､03-3561-8711FAX・O3356187I9
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森林の羽□O不思議
●森林総合研究所所員82名による執筆

調氷の働きの大切

かし，その働きが森

本一本の木や草は，

知っている人は，あ

いま，調木にもい

さを知らない人はいないと思います。し

林のどんな仕組みによるものなのか，一

そこでどんな役割を果たしているのかを

まり多くはないと思います。

ろいろな角度から添畔の光が当てられ、

これまで当たり前だと思っていたことにも意外な事実力措ん

でいたり，正しいと信じられていたことカミ実は間違いであ

ることなどがわかってきました。
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土の旧O不思議
●森林総合研究所，農業環境技術研究所，
農業研究センターほか85名による執筆

土も，水や空気と同じように，身近にありすぎて，ふだん

その存在や役割に注I:1することはありません。

しかし，。‘母なる大地"というように，私たちの暮らしのほ

とんどは土に依存しています。その土を酷使すれ｛剣凹沃な耕

地も不毛の荒野と化すことは歴史の教えるところです。

土とは何か。土の不思繊な働きとI甚をめぐるさまざまな耶

象を知ることは，地球環境を考えるうえでも重要です。
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森の虫の旧O不思議
●森林総合研究所，都道府県林業研究機関

農業環境技術研究所，大学ほか73名によ
る執筆

『一寸の虫にも五分の魂｣というように，無意味に動きlpl-'

ているように見える虫たちにも，それぞれの生き方があり，

l:II鋤やほかの動物と癖嫉な|典l係を保って蝶らしています。

それらの虫の存在や行動が画然界のなかでどんな意味をも

っているのか，私たち人間とどんなかかわりがあるのかを知

ることは，同然と人間のかかわり方力蚤大きな問題になってい

る昨今．非常に大事なことだと思われます。

三

基更日本林業技術協会編＝ 東京書籍株式会社発行
〒113東京都文京区本郷駒込6－14－9
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